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C O N T E N T S

晴
天
に
恵
ま
れ
た
三
月
七
日
（
金
）、
国
際
医

療
福
祉
大
学
・
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
部
・
大
学
院
学
位
記

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
正
装
に
身
を
包
ん

だ
多
く
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
は
、
新
生
活
に
臨

む
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

多
く
の
ご
来
賓
、
ご
両
親
、
教
職
員
の
参
列

の
も
と
、
学
部
卒
業
生
八
四
六
名
（
保
健
医
療

学
部
五
八
二
名
・
医
療
福
祉
学
部
二
六
四
名
）、

大
学
院
修
了
生
一
八
九
名
（
修
士
課
程
一
七
〇

名
・
博
士
課
程
一
九
名
）
の
学
位
記
授
与
式
が

行
わ
れ
た
。

●

コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
「
未
来
へ
の
扉
」

斉
唱
の
あ
と
、
谷
修
一
学
長
よ
り
卒
業
生
総
代

の
放
射
線
・
情
報
科
学
科
・
闍
橋
良
さ
ん
に
学

部
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
開
原
成

允
大
学
院
院
長
よ
り
博
士
課
程
総
代
の
池
田
志

保
子
さ
ん
、
修
士
課
程
総
代
の
井
上
香
奈
子
さ

ん
に
大
学
院
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
各

学
科
学
業
最
優
秀
者
（
右
表
）
に
学
長
賞
が
授

与
さ
れ
た
。

谷
学
長
の
式
辞
（
四
頁
）
に
続
き
、
千
保
一

夫
大
田
原
市

長
、
福
田
富
一

栃
木
県
知
事

（
荒
川
勉
栃
木

県
保
健
福
祉
部

長
代
読
）、
松

村
耕
三
国
際
医

療
福
祉
大
学
教

育
後
援
会
会
長

よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

谷
学
長
の
式
辞
の
中
で
、
本
学
開
校
以
来
、
最

高
齢
の
七
〇
歳
で
卒
業
生
と
な
っ
た
古
寺
哲
也

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
出
席
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

卒
業
生
総
代
の
闍
橋
良
さ
ん
に
よ
る
卒
業
生

謝
辞
、
大
学
院
修
了
生
代
表
山
田
和
子
さ
ん
に

よ
る
修
了
生
謝
辞
、
卒
業
生
代
表
中
川
真
理
さ

ん
に
よ
る
卒
業
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
式
が

終
了
。
会
場
前
で
在
校
生
た
ち
の
祝
福
を
受
け

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
位
記
伝
達
式
に
会
場
を

移
し
、
ご
両
親
や
恩
師
が
見
守
る
中
、
一
人
ひ

と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

（
東
京
事
務
所
　
出
版
広
報
室
）

2 2007年度国際医療福祉大学
学部・大学院学位記授与式
卒業生・修了生概要
谷修一学長式辞
卒論あれこれ（言語聴覚学科）
CLOSE-UP卒業生・大学院修了生

8 小田原キャンパスレポート　第7回
第2回交流学習会開催／「尊徳マラソン」レポート

9 大川キャンパスレポート　第12回
理学療法学科1期生 長期臨床実習スタート／信頼のお
ける仲間達と、大好きなバスケットボールと

10 研究最前線　第5回
国際医療福祉大学大学院　竹内孝仁教授

「専門職としての介護 ―自立支援介護の開拓と実践」

11 Topics & Columns
日本眼科手術学会総会の市民公開講座で高木理事長がパネリスト
出演／ニッセイ同和懇親会を開催／2008年度入試状況／視機能
療法学科臨地実習指導者会議を開催／言語聴覚学科臨床実習指導
者会議を開催／医療経営戦略セミナー開催／韓国柳韓（ユハン）
大学・国際医療福祉大学合同セミナー開催／〈コラム〉「私のおす
すめ本」第8回／（福岡リハビリテーション学部　言語聴覚学科長
深浦順一教授）／小島莊明教授が第36回医療功労賞全国表彰（海
外部門）を受賞／〈コラム〉「サークル紹介」第4回（筝曲部～胡
桃の会～）／看護学科　ホストファミリー　留学生のＴさんと過
ごした日々／看護学科長中西睦子教授 特別講義「看護の過去・い
ま・未来」開催／鎌倉矩子教授ご退任／臨床心理学専攻　開設記
念シンポジウム開催／乃木坂スクール　2008年度前期開講のご
案内／〈コラム〉「私の主張」第8回「東京マラソン」で思ったこ
と／（理学療法学科准教授：柊幸伸）

16 施設インフォメーション
〈国際医療福祉大学病院〉第52回「症例検討会」開催

〈三田病院〉第2回三田病院一般公開講座開催／院内研修会

〈熱海病院〉第14回公開講座／第11回院内感染防止対策講習会

〈山王病院〉人間ドックのお食事をリニューアル

〈化研病院〉最新の内視鏡外科手術用統合システムOR-1を設置し
た専用手術室が完成

〈新宿けやき園〉6月の開設にあたって

〈福岡国際医療福祉学院〉福岡地区の新プロジェクト「シーサイド
ももち開発事業」教育施設部分が完成　

〈高木病院〉小児科の365日24時間救急・診療／低身長（内分泌）
で健康教室を開催

20 医療福祉チャンネル774／IUHW Hot News

平成16年度からすべての大学は、教育研究水準の向
上のため7年以内に一度、認証評価機関が実施する評価
が義務付けられました。本学は平成19年度「財団法人
日本高等教育評価機構」による評価を受けました。
昨年7月「自己評価報告書」を提出し、9月に評価員
による実地調査を受けおりましたが、このたび、3月19
日付けで同機構より「本機構が定める大学評価基準を

満たしている」旨
の認定を受け、そ
れを証する「認定
証」が届きました。
今回の認定は、

本学の教育研究活
動などの質が公に
保証されたことを
意味しています。
なお、HPで機構
からの「評価報告
書」ならびに本学
の「自己評価報告
書」を公表してい
ます。
（大学事務局）

■
２
０
０
７
年
度
卒
業
生

保
健
医
療
学
部

５
８
２
名

・
看
護
学
科

１
２
４
名

・
理
学
療
法
学
科

９
９
名

・
作
業
療
法
学
科

９
８
名

・
言
語
聴
覚
学
科

８
８
名

・
視
機
能
療
法
学
科

４
６
名

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

１
２
７
名

医
療
福
祉
学
部

２
６
４
名

・
医
療
経
営
管
理
学
科

１
１
２
名

・
医
療
福
祉
学
科

１
５
２
名

■
２
０
０
７
年
度
大
学
院
修
了
生

・
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

１
２
８
名

・
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻

４
２
名

・
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

１
９
名

（
＋
論
文
博
士
８
名
）

■
学
長
賞
受
賞
者
（
学
業
成
績
優
秀
者
）

・
看
護
学
科

鈴
木
陽
子

・
理
学
療
法
学
科

川
野
美
穂

・
作
業
療
法
学
科

中
川
真
理

・
言
語
聴
覚
学
科

重
延
綾
子

・
視
機
能
療
法
学
科

河
井
由
希
子

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

闍
橋
　
良

・
医
療
経
営
管
理
学

原
田
晃
子

・
医
療
福
祉
学
科

野
本
昭
仁

■
修
了
す
る
留
学
生

G
E
O
R
G
E
O
C
H
IE
N
G
O
TIE
N
O

（
博
士
課
程

保
健
医
療
学
専
攻
　
ケ
ニ
ア
）

胡
　
春
英
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

張
冬
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

希
吉
胡
雅
格
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

O
Y
U
N
C
H
IM
E
G
B
O
LO
R
M
A
A

（
修
士
課
程
医

療
福
祉
経
営
専
攻
　
モ
ン
ゴ
ル
）

韋
明
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

張
章
宇
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

趙
永
春
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

具
恩
花
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

A
R
C
H
A
N
A
P
R
A
D
H
A
N

（
修
士
課
程
医
療
福

祉
経
営
専
攻
　
ネ
パ
ー
ル
）

■
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
修
了
者

山
田
和
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
『
乳
幼
児
健
康
診
査
を
活
用
し
た
児
童
虐
待

の
予
防
に
関
す
る
研
究
〜
「
支
援
を
必
要
と
す

る
養
育
問
題
」
の
実
態
と
そ
の
関
連
要
因
〜
』

関
美
奈
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
『
代
謝
循
環
器
系
外
来
看
護
に
お
け
る
健
康

管
理
評
価
法
の
開
発
』

村
上
満
子
（
看
護
学
分
野
）

・
論
文
『
記
録
の
語
彙
分
析
に
よ
る
精
神
科
長
期
在

院
者
の
退
院
経
緯
の
解
明
』

郭
丹
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
『
幾
何
学
計
算
原
理
を
用
い
た
簡
易
空
間
位

置
測
定
装
置
作
製
の
試
み
』

佐
藤
仁
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
『
運
動
療
法
に
お
け
る
間
接
的
治
療
法
の
検

証
―
一
側
上
肢PN

F

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
反
対
側

下
肢
へ
の
影
響
―
』

武
田
要
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
『
妊
婦
の
身
体
負
荷
量
の
運
動
学
的
解
析
と

軽
減
方
法
の
検
討
』

霍
明
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
『
高
齢
者
お
よ
び
片
麻
痺
患
者
に
お
け
る
転

倒
予
測
の
評
価
に
関
す
る
研
究
―
歩
行
時
プ
ロ

ー
ブ
反
応
時
間
を
用
い
て
―
』

山
野
薫
（
理
学
療
法
学
分
野
）

・
論
文
『
急
性
期
病
院
の
理
学
療
法
部
門
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
』

室
井
健
三
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

・
論
文
『fM

R
I

検
査
用
光
セ
ン
サ
式
掌
握
運
動
測

定
器
の
開
発
』

高
橋
清
美
（
言
語
聴
覚
分
野
）

・
論
文
『
統
合
失
調
症
患
者
の
摂
食
・
嚥
下
障
害
に

関
す
る
研
究
』

朝
原
早
苗
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

・
論
文
『
手
動
車
い
す
に
お
け
る
上
り
勾
配
走
行
時

の
駆
動
負
担
に
つ
い
て:

三
次
元
動
作
分
析
に
よ
る

研
究
』

石
井
慎
一
郎
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

・
論
文
『
膝
関
節
能
動
伸
展
運
動
に
お
け
る
ス
ク
リ

ュ
ー
ホ
ー
ム
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
動
態
解
析
』

梅
原
貞
臣
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
『
医
薬
品
が
汎
用
さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
社

会
的
環
境
因
子
の
影
響
お
よ
び
地
域
住
民
健
康
ケ

ア
に
対
す
る
薬
局
薬
剤
師
の
役
割
に
関
す
る
研

究
』

G
E
O
R
G
E
O
C
H
IE
N
G
O
TIE
N
O

（
医
療
福
祉

経
営
学
分
野
）

・
論
文
『D

evelopm
entofa

C
om
posite

Index
for
M
easuring

and
B
enchm

arking
the

E
ffectiveness

of
E
lectronic

M
edical

R
ecords

S
ystem

s
in
H
ospitals

』

高
他
武
始
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
『
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
中
心
と
し
た
地
域
住

民
の
健
康
管
理
と
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
の
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
関
す
る
研
究
』

正
木
朋
也
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
『
マ
ク
ロ
経
済
・
保
健
指
標
分
析
と
そ
の
社

会
学
的
意
義
―
ベ
キ
法
則
を
用
い
た
量
的
・
質

的
検
討
―
』

山
田
康
夫
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

・
論
文
『
茨
城
県
に
お
け
る
救
急
ア
ク
セ
ス
時
間
に

関
す
る
研
究
』

池
田
志
保
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

・
論
文
『
在
宅
要
介
護
高
齢
者
の
栄
養
・
口
腔
機
能

お
よ
び
社
会
活
動
に
関
す
る
研
究
』

横
尾
恵
美
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

・
論
文
『
介
護
従
事
者
の
Ｅ
Ｑ
（Em

otional-intel-
ligence

Q
uotient

）
の
傾
向
お
よ
び
Ｅ
Ｑ
と

バ
ー
ン
ア
ウ
ト(B

urnout)

の
関
係
』

２
０
０
７
年
度
卒
業
生
・
修
了
生
概
要
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▼
本
日
卒
業
し
た
学
生
は
八
四
六
名
、
学
位
授

与
を
受
け
た
大
学
院
生
は
一
八
九
名
で
あ
り
、
こ

の
中
に
は
一
九
名
の
博
士
と
、
学
部
一
一
名
、
大

学
院
一
〇
名
の
留
学
生
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
現
在
の
わ
が
国
の
医
療
や
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
患
者
中
心
の
医
療
、
利
用
者
中
心
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
一

方
、
昨
年
来
急
速
に
顕
在
化
し
て
き
た
勤
務
医

不
足
や
産
科
医
療
、
救
急
医
療
の
問
題
な
ど
、
医

療
崩
壊
と
い
わ
れ
る
現
象
に
は
、
明
確
か
つ
有

効
な
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
福
祉
も
、

昨
年
暮
れ
の
法
改
正
に
よ
り
、
介
護
福
祉
士
は

全
て
国
家
試
験
の
受
験
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
専
門
職
の
質
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
半
面
、
従
来
、
実
務
経
験
だ
け
で
介

護
の
仕
事
に
つ
け
た
道
を
塞
ぐ
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
更
に
、
こ
こ
数
年
来
の
介
護
報
酬
の
引

下
げ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
不
正
事
件
を

巡
る
報
道
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
福
祉
や
介
護

を
目
指
す
若
者
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
、
時
代
が
変
わ
り

制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

専
門
職
と
そ
れ
を
待
っ
て
い
る
病
気
の
人
や
障

害
者
が
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少

子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
人
々
の
健
康
や
福
祉

に
対
す
る
需
要
は
増
え
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

学
で
は
、
医
療
や
福
祉
の

専
門
職
と
し
て
の
教
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。「
と
も

に
生
き
る
社
会
を
築
く
」

と
い
う
本
学
の
基
本
理
念

か
ら
も
、
そ
の
仕
事
は
社

会
に
対
す
る
奉
仕
を
基
本

と
し
、
厳
し
い
自
己
規
律

と
強
い
倫
理
観
、
常
に
温
か
く
や
さ
し
い
心
遣

い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
卒
業
後
も
、
こ
の
点
を

忘
れ
ず
に
努
力
し
て
、
人
々
の
健
康
と
福
祉
の

向
上
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
今
年
の
二
月
末
現
在
で
、
本
学
に
寄
せ
ら
れ

た
求
人
数
は
八
千
を
超
え
る
施
設
か
ら
七
万
人

に
の
ぼ
り
ま
す
。
卒
業
生
一
人
当
た
り
平
均
八

〇
倍
の
求
人
で
、
こ
の
数
字
は
年
々
増
え
、
昨

年
よ
り
二
二
％
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
大
学

の
立
場
で
申
し
上
げ
る
と
、
皆
さ
ん
の
先
輩
た

ち
の
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
の
活
躍
ぶ
り
が
認

め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

学
で
一
緒
に
学
ん
だ
先
輩
た
ち
に
で
き
る
こ
と

が
、
皆
さ
ん
に
で
き
な
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
本
学
を
後
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
真
剣
に
歩
む
姿
が

後
輩
た
ち
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

▼
仕
事
・
職
業
を
通
じ
て
経
験
を
積
ん
で
い
く

第
二
、
第
三
の
道
の
り
は
学
生
生
活
よ
り
長
く
、

大
き
く
人
間
を
形
成
し
て
い
く
筈
で
す
。
自
分

の
人
生
に
お
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ

る
か
、
夢
を
実
現
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
は

残
念
な
が
ら
見
通
せ
ま
せ
ん
。
現
在
を
精
一
杯

生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
後
に
な
っ
て
、
あ
の
時

が
人
生
の
転
機
で
あ
っ
た
と
分
か
る
と
い
う
の

が
真
実
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
の

現
実
を
自
分
の
夢
や
目
標
に
近
づ
け
る
努
力
を

す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

▼
皆
さ
ん
の
実
り
あ
る
、
悔
い
の
な
い
人
生
を

切
望
し
て
、
私
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

4

卒
業
ま
で
の
道
の
り
は
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
専
門
科
目
の
勉
強
に
数
々
の
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー

ト
、
実
技
試
験
…
、
私
は
弱
音
を
吐
く
こ
と
が
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。
特
に
こ
の
一
年
間
は
、
実
習
に
国
試

対
策
、
卒
業
研
究
と
大
き
な
課
題
が
重
な
り
、
不
器

用
な
私
に
は
両
立
が
難
し
か
っ
た
。
卒
業
研
究
を
や

め
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
先
生
が
最
後
ま
で
続
け
る

よ
う
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
緒
に
研
究
を
し
た

仲
間
も
心
強
い
人
で
、
彼
女
の
お
か
げ
で
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
何
よ
り
、
研
究
の
基
本
も
知
ら

ず
、
統
計
学
も
大
の
苦
手
な
私
を
先
生
が
最
後
ま
で

丁
寧
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

今
振
り
返
る
と
、
こ
ん
な
へ
な
ち
ょ
こ
な
私
に

よ
く
乗
り
越
え
ら
れ
た
な
、
と
思
わ
ず
う
な
っ
て

し
ま
う
。
私
に
と
っ
て
困
難
だ
っ
た
こ
の
四
年
間

の
課
題
は
、
同
じ
学
科
の
み
ん
な
も
同
様
に
背
負

っ
て
い
た
。
中
に
は
、
ス
マ
ー
ト
に
こ
な
せ
る
人

も
い
た
。
し
か
し
、
実
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
弱

音
を
吐
か
ず
に
頑
張
っ
た
人
も
い
た
だ
ろ
う
し
、

私
の
よ
う
に
弱
音
を
吐
き
ま
く
り
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
た
人
も
い
た
だ
ろ
う
。
私
は
レ
ポ
ー
ト
が
上

手
く
書
け
ず
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
時
や
テ
ス
ト
勉

強
に
嫌
気
が
さ
し
た
時
、
学
外
実
習
で
一
人
不
安

に
襲
わ
れ
た
時
、
こ
う
し
た
み
ん
な
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
、
自
分
を
奮
起
さ
せ
て
い
た
。
八
八
人
み

ん
な
が
同
じ
課
題
を
抱
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
乗

り
越
え
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
た
。
一
人

だ
っ
た
ら
き
っ
と
頑
張
れ
な
か
っ
た
。

一
年
生
の
終
わ
り
の
頃
、
あ
る
人
が
こ
こ
の
学

生
の
ま
っ
す
ぐ
に
頑
張
る
姿
を
褒
め
て
く
だ
さ
っ

た
。
二
年
、
三
年
と
過
ご
す
中
で
、
周
り
の
友
人

を
見
な
が
ら
そ
の
言
葉
を
心
か
ら
実
感
し
た
。
医

療
を
志
す
人
た
ち
の
気
質
な
の
か
、
類
は
友
を
呼

ぶ
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
一
つ
。

し
か
し
。
四
年
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
。
先
生
が
そ

の
よ
う
に
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
。
私
た
ち
を
育
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
。
実
習
や
卒
業
研
究
で
答
え
が
見
つ

か
ら
ず
悩
ん
で
い
る
時
、
先
生
は
答
え
を
く
れ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
必
ず
最
後
ま
で
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
。
壁
に
ぶ
つ
か
り
前
に
進
め
な
く
な
り
自

分
が
情
け
な
く
な
っ
た
時
、
先
生
は
ま
ず
そ
の
自

分
の
欠
点
や
弱
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
必

ず
克
服
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
不
器
用
で
も

何
と
か
最
後
ま
で
自
分
で
乗
り
越
え
る
よ
う
背
中

を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
課
題
に
へ
こ
た
れ
そ
う

な
時
、
検
査
練
習
で
疲
れ
た
時
、
テ
ス
ト
勉
強
が

嫌
に
な
っ
た
時
、
先
生
の
背
中
に
教
え
ら
れ
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
向
か
う
先
生
の
背
中
、
大
学
院
へ

向
か
う
後
姿
、
夜
遅
く
ま
で
つ
い
て
い
る
学
科
事

務
の
明
か
り
。
こ
ん
な
こ
と
で
弱
音
を
吐
い
て
い

る
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

私
た
ち
は
今
、
大
田
原
を
離
れ
全
国
各
地
で
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
こ
れ
か
ら
素
晴
ら
し

い
出
会
い
や
感
動
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
ま
で
よ
り
も
っ
と
多
く

の
課
題
を
抱
え
、
も
っ
と
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
。

泣
い
た
り
へ
こ
ん
だ
り
逃
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
私
た
ち
八
八
人
は
き
っ

と
大
丈
夫
。

学長式辞（要旨）

谷 修一 学長

卒
業
へ
の
最
後
の
難
関
は
や
は
り
卒
論
。

卒
業
研
究
で
気
づ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、

最
後
に
得
た
も
の
は
…
…
。

言
語
聴
覚
学
科
　
木
村
美
奈
子

沢
山
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
胸
に

看
護
学
科

坂
部
清
佳

私
は
、
十
年
前
の
あ
の
日
〝
助
産
師
〞

に
な
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
学
看
護
学
科
に
入
学
し
、
た
だ
夢
に

近
づ
き
た
い
一
心
で
駆
け
て
き
ま
し

た
。私

は
大
学
四
年
間
で
看
護
師
、
保
健

師
、
助
産
師
に
な
る
た
め
の
学
習
を
し

ま
し
た
が
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
そ
の

難
し
さ
を
思
い
知
る
毎
日
で
し
た
。
と

り
わ
け
最
後
の
一
年
間
は
試
練
の
連
続

で
し
た
。
毎
日
の
過
密
な
講
義
、
山
の

よ
う
な
課
題
、
二
十
四
時
間
待
機
の
助

産
実
習
、
三
つ
の
国
家
試
験
勉
強
な
ど

多
忙
な
毎
日
に
、
時
に
は
挫
け
そ
う
に

な
り
、
自
分
に
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
苦
し
い
と
き
、
今
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
人
の
温
か
さ
が
心
に
沁
み

て
き
ま
し
た
。
人
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
と
き
は
、
そ
の
存
在
に
気
づ
か
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
困
難

に
直
面
し
て
初
め
て
、
自
分
が
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
様
々
な

も
の
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
一
人

の
力
で
は
、
到
底
た
ど
り
着
く
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
感
じ
る
沢
山
の
「
あ
り
が
と
う
」

を
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
〝
助
産
師
〞

と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
の
心
に

温
か
さ
を
届
け
て
い
く
こ
と
で
返
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

母
の
言
葉
が
今
後
の
目
標

言
語
聴
覚
学
科
　
長
田
健
佑

言
語
聴
覚
士
と
い
う
職
種
を
知
り
、

こ
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
入
学
し
て

か
ら
四
年
と
い
う
月
日
が
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
大
学
生
活
を
通
し
て
、
素
晴

し
い
先
生
方
や
、
第
十
期
生
の
友
人
た

ち
と
出
会
え
た
こ
と
は
、
今
後
の
人
生

を
豊
か
に
す
る
為
の
良
き
糧
を
得
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

在
学
中
、
最
も
印
象
に
残
る
の
は
、

臨
床
実
習
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
机
上

で
の
学
習
と
は
異
な
り
、
一
人
の
患
者

様
と
対
面
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

の
責
任
感
や
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
こ
の
職
種
を
生
業
と
し
た
い

と
い
う
思
い
は
益
々
強
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
関
連
職
種
連
携
実
習
で
は
各

職
種
の
役
割
、
チ
ー
ム
の
中
で
の
言
語

聴
覚
士
の
役
割
を
知
る
良
い
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
言
語
聴
覚
士
と
い
う
職
業

人
と
な
り
ま
す
。
以
前
よ
り
母
か
ら

「
皆
に
慕
わ
れ
る
言
語
聴
覚
士
に
な
り

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
の
意

味
が
分
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
母
の
言

葉
を
今
後
の
目
標
と
し
、
更
な
る
自
己

研
鑽
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

卒
業
に
あ
た
っ
て

視
機
能
療
法
学
科

黒
内
慈
浩

私
は
、
視
機
能
療
法
学
科
の
超
問
題

児
で
し
た
。
勉
強
嫌
い
、
遅
刻
常
習

犯
、
そ
し
て
何
よ
り
、
医
療
従
事
者
に

な
る
に
あ
た
っ
て
の
誠
意
が
欠
け
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
う
ま
く
い

く
は
ず
も
な
く
、
初
め
て
の
臨
地
実
習

で
現
場
の
厳
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
時
は
視

能
訓
練
士
の
道
を
諦
め
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
教
員
の
勧
め

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
戸
惑
う

こ
と
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、
高
齢
者

の
方
や
障
害
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
こ
ち
ら
が
誠
意
を
持

っ
て
接
す
れ
ば
、
気
持
ち
は
伝
わ
る
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
沢
山

の
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、
再

び
視
能
訓
練
士
を
目
指
す
気
持
ち
が
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
、
諦
め

ず
に
頑
張
れ
た
の
も
、
新
井
田
学
科
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
が
、
時
に

は
両
親
よ
り
も
厳
し
く
、
そ
し
て
優
し

く
、
私
と
向
き
合
っ
て
ご
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
陰
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
先
生
方
の

教
え
を
忘
れ
ず
、
精
進
し
て
い
き
た
い

で
す
。

学
科
で
燃
え
た
運
動
会
で
得
た
も
の

医
療
経
営
管
理
学
科
　
木
村
哲
子

こ
の
四
年
間
、
友
達
や
先
生
、
周
り

の
人
達
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
様
々
な
経

験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
五

月
の
運
動
会
は
、
非
常
に
大
き
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
元
々
人
の
上
に
立
つ

タ
イ
プ
で
は
な
い
私
が
、
学
科
全
学
年

を
ま
と
め
て
指
揮
を
と
る
。
荷
が
重

く
、
例
年
の
よ
う
に
好
成
績
を
残
せ
る

か
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
何
度
も
投
げ
出

し
た
く
な
り
な
が
ら
も
、
友
達
や
先
生

に
励
ま
さ
れ
、
続
け
ま
し
た
。

「
絶
対
優
勝
」
を
合
言
葉
に
皆
の
気

持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
一
人
ひ
と
り

各
競
技
優
勝
を
目
指
し
全
力
で
臨
み
ま

し
た
。
結
果
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し

た
が
、「
気
持
ち
は
優
勝
だ
よ
！
」
そ

う
話
す
皆
の
笑
顔
は
今
で
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
ま
す
。
学
科
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

制
作
、
販
売
か
ら
応
援
団
の
ダ
ン
ス
の

振
り
付
け
ま
で
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
物
事
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
の
難
し

さ
や
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
病
院
で
事
務
職
と
し
て
働

き
ま
す
が
、
医
療
経
営
管
理
学
科
で
学

ん
だ
知
識
だ
け
で
な
く
、
自
ら
努
力

し
、
周
り
の
人
達
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ

物
事
が
成
功
す
る
こ
の
貴
重
な
体
験
を

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

クローズ・アップ卒業生CLOSE UP
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三
分
野
か
ら
分
野
初
の
修
了
生

今
年
は
、
助
産
学
分
野
、
医
療
福
祉

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野
、
視
機
能
療
法

学
分
野
の
三
つ
の
分
野
で
分
野
初
の
大

学
院
修
了
生
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

助
産
学
分
野

本
学
の
助
産
学
分
野
は
、
こ
れ
ま
で

学
部
で
行
っ
て
い
た
助
産
師
養
成
を
大

学
院
に
移
行
し
、
さ
ら
に
、
助
産
師
有

資
格
者
の
研
究
及
び
実
践
力
を
高
め
る

目
的
で
二
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
九
四
九
年
の
保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
の
制
定
以
来
続
い
て
き
た
専

門
学
校
ま
た
は
四
年
制
大
学
で
の
助
産

師
養
成
を
大
学
院
の
二
年
間
で
教
育
す

る
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
で
、
修
了

生
は
六
〇
年
ぶ
り
の
新
し
い
助
産
師
教

育
制
度
の
卒
業
生
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
既
に
臨
床
経
験
を
も
つ
助
産
師
が

更
に
自
立
し
た
助
産
師
と
し
て
の
実
践

力
を
修
得
す
る
有
資
格
者
実
践
コ
ー
ス

は
本
学
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ

の
点
か
ら
も
本
学
の
卒
業
生
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

修
了
生
一
六
名
（
写
真
）
の
内
訳
は
、

修
士
論
文
コ

ー
ス
四
名
、

助
産
師
有
資

格
者
実
践
コ

ー
ス
六
名
、

助
産
師
国
家

資
格
取
得
コ

ー
ス
六
名
で

す
。
助
産
師

国
家
資
格
取
得
コ
ー
ス
は
大
学
院
の
修

了
要
件
三
十
単
位
に
加
え
て
、
助
産
師

国
家
試
験
受
験
科
目
二
四
単
位
を
履
修

し
て
修
了
し
ま
す
。
一
四
単
位
の
病
院
・

助
産
所
実
習
と
い
う
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
経
て
、
全
員
見
事
に
国
家
試

験
に
合
格
し
ま
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
も
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
お
り
、

修
了
生
の
中
に
は
タ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
大

学
と
の
連
携
の
下
で
二
か
月
間
、
タ
イ

で
の
母
子
保
健
実
習
を
経
験
し
た
学
生
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
タ
ゴ
大
学
で

助
産
師
教
育
や
助
産
師
活
動
の
実
際
を

研
修
し
て
き
た
学
生
も
い
ま
す
。

修
了
生
の
進
路
は
、
看
護
学
校
や
臨
床

の
産
科
師
長
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
な

が
ら
学
ん
で
い
た
学
生
は
現
職
へ
戻
り
、

実
践
コ
ー
ス
の
有
資
格
者
・
免
許
取
得
者

は
臨
床
の
場
に
就
職
し
ま
す
。
時
代
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
、
正
常
出
産
介
助
や
子
育

て
支
援
に
お
い
て
助
産
師
の
力
を
求
め
て

い
ま
す
の
で
、
本
学
の
修
了
生
に
は
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野

医
療
福
祉

ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
修
士

コ
ー
ス
は
本

学
に
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ー
ス
で
、
そ
こ
で

学
ぶ
学
生
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
五
人
の

修
了
生
の
う
ち
四
人
に
集
ま
っ
て
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

早
野
真
佐
子
さ
ん
（
写
真
右
下
）
は
、

も
と
も
と
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

に
身
を
置
き
、「
二
年
前
ま
で
ア
メ
リ
カ

の
医
療
事
情
を
伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
の
情
報
を
つ
か
ん
で
い
な

い
ま
ま
続
け
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た

時
、
こ
の
コ
ー
ス
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
分
野
に
と

ど
ま
ら
ず
、
医
療
・
福
祉
を
幅
広
く
学
べ

た
の
が
何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
」

山
崎
恵
子
さ
ん
（
写
真
右
上
）
は
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て

「
医
療
福
祉
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
欠

か
せ
な
い
要
素
。
さ
ら
に
、
エ
ッ
セ
イ

を
書
く
機
会
が
あ
り
、
文
章
で
伝
え
る

こ
と
で
返
っ
て
く
る
読
者
の
反
応
に
驚

き
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
一
患
者
の
視
点
で
見

て
い
た
こ
と
を
現
場
で
働
く
人
の
視
点

で
見
ら
れ
た
こ
と
が
貴
重
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
」

鈴
木
優
子
さ
ん
（
写
真
左
上
）
は
家

族
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
医
療
者
と
の

や
り
と
り
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
経

験
か
ら
、

「
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
医
療
者
と

患
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

医
療
の
世
界
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
ま
ず
、
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
で
興

味
を
持
ち
、
次
の
年
に
入
学
し
ま
し
た
。

特
に
二
年
目
は
先
生
方
に
世
界
を
広
げ
て

い
た
だ
き
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
濃
い
一
年
間
で
し
た
」

小
川
陽
子
さ
ん
（
写
真
左
下
）
は
イ

メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
Ｆ
Ｍ
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、

「
熱
海
病
院
が
承
継
さ
れ
た
年
に
熱
海
に

移
住
し
ま
し
た
。
こ
の
病
院
が
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
く
様
子
を
間
近
に
見
て
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
病
院

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
、
医
療
経
営
を
病
院
の

ブ
ラ
ン
ド
力
と
い
う
切
り
口
か
ら
見
て
い

く
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

い
ず
れ
の
方
か
ら
も
「
医
療
福
祉
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
分
野
は
初
め
て

見
た
」
と
い
う
こ
と
ば
が
聞
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
技
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
成
果
を
い
ず
れ
は
本
に
し
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

視
機
能
療
法
学
分
野

視
機
能
療
法
学
分
野
は
、
四
人
の
修

了
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
井
上
香
奈

子
さ
ん
と
三
柴
恵
美
子
さ
ん
は
社
会
人
、

鶴
羽
美
里
さ
ん
と
柏
渕
真
紀
さ
ん
は
、
本

学
学
部
の
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
す
ぐ

大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
（
写
真
）
は
、
本
学
附
属

の
三
田
病
院
の
前
身
、
Ｊ
Ｔ
病
院
に
眼

科
職
員
と
し
て
一
〇
年
以
上
勤
め
ら
れ
、

本
学
の
附
属
病
院
に
な
っ
た
の
を
機
会

に
大
学
院
入
学
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
入

学
後
は
、
新
井

田
孝
裕
教
授
、

田
中
靖
彦
教
授

の
指
導
を
得
て

二
〇
〇
七
年
秋

に
は
、
視
能
矯

正
学
会
で
二
千

人
の
聴
衆
を
前
に
研
究
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

「
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
学
会
発
表
の

準
備
で
し
た
。
大
学
院
の
先
生
方
に
は
、

使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
や
発
表
原
稿
、
想

定
質
問
な
ど
を
通
常
の
授
業
時
間
内
に

留
ま
ら
ず
、
発
表
前
日
ま
で
メ
ー
ル
で

ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
訂

正
し
て
も
返
さ
れ
る
原
稿
を
前
に
途
方

に
暮
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
仕
事

と
の
両
立
は
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
、
今
で
は
こ
れ

が
大
学
院
で
の
一
番
の
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。」

井
上
さ
ん
は
今
後
も
、
視
能
訓
練
士

と
し
て
三
田
病
院
で
活
躍
さ
れ
ま
す
が
、

大
学
院
で
の
研
究
成
果
を
臨
床
の
場
へ

還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
様
を

は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
の
気
持
と
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
留
学
生

博
士
課
程
で
は
、
ケ
ニ
ア
・
中
国
（
２

名
）、
修
士
課
程
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
・
モ

ン
ゴ
ル
・
中
国
（
８
人
）
な
ど
多
く
の

の
留
学
生
が
大
学
院
か
ら
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

私
の
夢
を
行
動
に
変
え
て
く
れ
た

オ
チ
エ
ノ
さ
ん

G
eorge

O
chieng

O
tieno

（
ケ
ニ
ア
）

I
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IU
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Japanese
G
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ernm
ent.Iliked

IU
H
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life
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O
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m
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D
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m

ulti-disciplinary

classesthatbroadensperspective,foster

capacity
forindependentcriticalthinking,

and
provide

intellectualtoolsfordevel-

oping
the

m
ind,w

hile
atthe

sam
e

tim
e

enhancing
career

opportunities
in

the

local
and

global
m

arketplace.IU
H

W

G
raduate

School’scom
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日
中
の
架
け
橋
と
し
て

霍
明
さ
ん
　H

uom
ing

（
中
国
）

日
本
に
来

る
前
、
中
国

東
北
部
に
あ

る
白
求
恩
医

科
大
学
附
属

病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
師
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
九
七
年
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
に
入
学
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
を
学
ぶ
中
で
、
中
国
に
お
い
て
も
、

患
者
さ
ん
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
改

善
、
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。
修
士
課
程
に
進
み
、
じ
っ
く

り
腰
を
据
え
て
「
日
中
の
理
学
療
法
士
の

教
育
・
業
務
の
現
状
把
握
お
よ
び
２
カ
国

間
で
の
そ
の
現
状
の
比
較
」
に
つ
い
て
研

究
に
取
り
組
み
、
修
士
論
文
を
ま
と
め

て
、
理
学
療
法
科
学
学
会
の
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
指
導
教
授
で

あ
る
丸
山
仁
司
先
生
の
著
書
「
臨
床
運
動

学
」
を
中
国
語
に
訳
し
て
、
中
国
で
出
版

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
士
修
了
後
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
理

学
療
法
学
科
の
助
手
と
し
て
四
年
目
に
な

り
ま
す
。
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
多

く
、
そ
の
中
で
も
、
高
齢
者
や
片
麻
痺
患

者
の
転
倒
は
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
〇
五
年
博
士
課
程
に

進
学
し
、
転
倒
の
評
価
に
関
し
て
研
究
を

取
り
込
み
ま
し
た
。
対
象
者
を
実
際
の
生

活
の
場
面
に
お
い
て
評
価
す
る
た
め
、
今

ま
で
に
な
い
簡
便
な
反
応
時
間
測
定
装
置

を
作
製
し
、
地
域
在
住
の
健
常
高
齢
者
や

片
麻
痺
患
者
さ
ん
を
対
象
に
転
倒
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

勉
強
の
か
た
わ
ら
、
日
本
の
歴
史
や

文
化
も
学
び
、
日
本
の
生
活
に
慣
れ
る

べ
く
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
で

勉
強
し
た
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
は
私

の
か
け
が
い
の
な
い
財
産
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技

術
者
と
し
て
、
医
療
・
教
育
・
研
究
の

分
野
に
わ
た
り
日
中
友
好
の
掛
け
橋
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
ネ
パ
ー
ル
で
実
践

ア
ル
チ
ャ
ナ
さ
ん

A
rchana

P
radhan

（
ネ
パ
ー
ル
）

Icom
pleted

m
y

undergraduate
studiesat

this
university

in
2005.A

fter
gradua-

tion,I
joined

N
orvic-E

scorts
Interna-

tional
H

ospital
in

K
athm

andu,N
epal.

M
y

studiesatthisuniversity
w

ere
quite

usefulduring
m

y
w

ork
atthe

hospital.

D
uring

m
y

w
ork

period,Irealized
thatI

need
to

im
prove

m
y

skillsespecially
in

H
ealthcare

Q
uality

M
anagem

ent.For

that
I

decided
to

pursue
m

y
M

asters

degree
atIU

H
W

.

L
ooking

back
at

the
total

6
years

of

study
atIU

H
W

,there
have

been
m

any

unforgettable
m

em
ories.Studying

at

IU
H

W
hasbeen

the
bestform

e
because

ofthe
w

arm
environm

entofthe
univer-

sity,the
friendliness

of
the

professors

and
having

so
m

any
nice

colleagues

around.

Idid
m

y
research

on
“Q

uality
ofH

ealth-

care
Service

M
anagem

entin
N

epal”.I

w
ould

like
to

go
back

to
m

y
country

and
serve

in
the

im
provem

entofquality

in
healthcare.

T
hank

you
so

m
uch!

自
ら
道
を
切
り
開
く

今
年
、
大
学
院
を
修
了
さ
れ
た
方
の
中

に
は
、
す
で
に
社
会
で
大
き
く
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

医
療
福
祉
を
学
び
実
践
す
る
弁
護
士

水
野
晃
さ
ん
（
医
療
経
営
管
理
学
）

水
野
晃
さ

ん
は
、
今
年

五
〇
歳
の
弁

護
士
で
、
傍

ら
三
つ
の
医

療
法
人
の
理
事
で
も
あ
り
ま
す
。
病
院

の
経
営
に
興
味
を
持
ち
、
水
巻
中
正
教

授
の
門
を
叩
か
れ
た
の
で
す
。

「
様
々
な
生
徒
が
真
剣
に
学
ん
で
お
り
、

先
生
方
も
ユ
ニ
ー
ク
な
方
や
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
方
が
多
く
、
当
初
は
つ
い
て
行
け

る
か
心
配
で
し
た
が
、
熱
心
な
先
生
方

の
指
導
で
、
知
識
が
次
第
に
身
に
つ
い

て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
、
乃

木
坂
ス
ク
ー
ル
の
講
師
は
多
士
済
々
で
、

非
常
に
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
医
療
法
人
の
理
事
会
に
出
席

し
て
も
、
医
師
や
会
計
担
当
者
等
の
専
門

家
と
も
対
等
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
大
学
院
で
の
勉
強
の
成

果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

関
西
か
ら
通
学
し
て

完
成
し
た
博
士
論
文

山
田
和
子
さ
ん
（
看
護
学
）

現
在
は
関

西
の
大
学
の

教
員
を
さ
れ

て
お
り
、
新

幹
線
や
飛
行

機
で
通
い
な
が
ら
５
年
を
か
け
て
論
文

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

「
大
変
だ
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
に
研
究
に
さ
け
る
時
間

が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
入
学
し
た

当
初
は
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
在
学
中
に
、
関
西
に
あ
る
大
学
の

教
員
に
な
り
、
大
学
の
授
業
や
実
習
に

追
わ
れ
、
研
究
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
番
の
励
み

に
な
っ
た
の
は
同
じ
時
期
に
入
学
し
た

同
級
生
で
し
た
。
時
に
は
グ
チ
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
、
励
ま
し
て
も
ら
っ
た

り
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
論
文
作
成
は
基
本
的
に
一
人
で
す

が
、
大
い
に
励
ま
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
級
生
は
、
年
齢
や
同
じ
看
護

で
も
専
門
領
域
が
異
な
る
の
で
、
今
後

と
も
互
い
に
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
け
る
仲
間
が
で
き
ま
し
た
」

クローズ・アップ大学院修了生CLOSE UP



平
成
二
〇
年
二
月
一
九
日
（
火
）、
第
二
回
と

な
る
小
田
急
小
田
原
駅
と
の
交
流
学
習
会
が
開

催
さ
れ
た
。
交
流
学
習
会
で
は
全
盲
擬
似
体
験
・

高
齢
者
擬
似
体
験
・
妊
婦
（
マ
タ
ニ
テ
ィ
）
擬

似
体
験
が
行
わ
れ
、
小
田
急
小
田
原
駅
職
員
二

〇
名
と
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
学
科
か
ら
一

八
名
の
学
生
が
参
加
し
、
小
田
原
駅
構
内
お
よ

び
小
田
原
駅
〜
蛍
田
駅
の
間
を
利
用
し
て
、
擬

似
体
験
を
行
っ
た
。

全
盲
擬
似
体
験
は
、
体
験
用
の
目
隠
し
を
行

い
、
小
田
原
駅
構
内
で
体
験
者
と
誘
導
者
に
分

か
れ
て
乗
車
体
験
を
行
う
と
い
う
も
の
。
改
札

口
を
通
り
、
階
段
を
下
り
、
小
田
急
線
に
乗
車
。

蛍
田
駅
で
下
車
し
、
ス
ロ
ー
プ
へ
。
踏
切
を
渡

り
、
再
度
電
車
に
乗
り
、
小
田
原
駅
ま
で
戻
る

と
い
う
行
程
で
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
駅
職
員

か
ら
、

「
下
り
の
階
段
が
非
常
に
怖
い
」

「
音
を
敏
感
に
感
じ
る
」

な
ど
体
験
し
た
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

高
齢
者
擬
似
体
験
で
は
、
擬
似
セ
ッ
ト
を
装

着
し
、
小
田
原
駅
構
内
で
の
切
符
購
入
や
コ
ン

コ
ー
ス
な
ど
で
の
歩
行
体
験
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
高
齢
者
擬
似
体
験
は
昨
年
行
わ
れ
た
交
流
学

習
会
で
も
希
望
が
多
か
っ
た
体
験
の
一
つ
。
視

界
を
狭
く
す
る
た
め
の
装
具
や
錘
（
お
も
り
）

な
ど
を
装
着
し
、
公
共
の
施
設
で
の
体
験
と
な

る
た
め
、
一
般
乗
降
者
か
ら
は
「
何
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
か
」
と
多
く
の
質
問
が
駅
職
員
や

本
学
学
生
に
寄
せ
ら
れ
、
交
流
学
習
に
高
い
関

心
が
持
た
れ
て
い
た
。

今
回
初
の

企
画
は
妊
婦

（
マ
タ
ニ
テ

ィ
）
擬
似
体

験
。
お
腹
に

八
ｋ
ｇ
の
錘

を
つ
け
、
小

田
原
駅
構
内

を
利
用
し
て

擬
似
体
験
を

行
う
と
い
う

も
の
。
駅
職
員
か
ら
は
、

「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
に
、
市
で
の
説
明
会

で
装
具
を
装
着
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
ん
な

に
長
時
間
体
験
す
る
の
は
初
め
て
。
足
元
が
見

え
に
く
い
な
ど
、
思
っ
た
よ
り
も
大
変
で
す
ね
」

と
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

各
擬
似
体
験
終
了
後
に
は
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
感
想
や
今
後
に

役
立
つ
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
立
場
に
立

っ
た
対
応
が
で
き
る
」

「
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
良
い
経
験
と
な
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
医
療
・
福
祉
の

道
を
目
指
す
者
と
し
て
、
ま
た
駅
職
員
と
し
て

こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
く
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

第
二
回
と
な
っ
た
今
回
の
交
流
学
習
会
。
昨

年
参
加
し
た
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
当
日

の
準
備
を
進
め
て
き
た
。
小
田
原
駅
職
員
へ
の

説
明
や
当
日
の
誘
導
な
ど
、
昨
年
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
円
滑
に
進
行
し
、
社
会
の
一
員

と
し
て
、
そ
し
て
医
療
従
事
者
と
し
て
確
実
な

一
歩
を
歩
ん
で
い
る
学
生
の
成
長
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
学
務
課
　
村
山
京
三
）
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冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
桜
も
よ
う
や
く
蕾
を
つ
け
は
じ
め

て
い
る
。
思
え
ば
三
年
前
、
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
た
一
期
生
が
入
学
し

て
き
た
。
彼
ら
の
ま
だ
あ
ど
け
な
さ

の
残
る
顔
に
、
着
な
れ
な
い
ス
ー
ツ

姿
は
今
で
も
印
象
に
残
る
。
そ
の
後

三
年
間
、
先
輩
が
い
な
い
中
、
彼
ら

の
直
向
な
行
動
は
本
学
部
の
伝
統
作

り
の
源
と
な
り
、
後
輩
達
の
手
本
と

な
る
ま
で
に
成
長
し
て
き
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
、
理
学
療
法
教
育
の
総
仕
上
げ
と
も

い
え
る
、
一
期
生
四
八
名
の
長
期
臨
床
実
習
が
四

月
か
ら
始
ま
る
。

評
価
実
習
は
無
事
終
了

既
に
長
期
臨
床
実
習
前
の
評
価
実
習
が
昨
年
の

一
二
月
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
二
週
間
で
行
わ

れ
、
全
員
無
事
に
終
了
し
た
。
実
習
が
迫
る
に
つ

れ
、
学
生
達
は
緊
張
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
ほ
ど
で
あ
り
、
学
生
以
上
に
私
達
教
員
も
、
学

部
開
設
以
来
初
の
長
期
臨
床
実
習
と

い
う
こ
と
で
緊
張
し
た
。
評
価
実
習

の
目
標
は
①
社
会
人
・
職
業
人
と
し

て
適
切
な
態
度
が
と
れ
る
。
②
必
要

な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
疾
患
と
障
害
像
に
応
じ
て
適
切
な

検
査
・
測
定
項
目
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
④
検
査
・
測
定
を
適
切
に

実
施
で
き
る
。
⑤
検
査
・
測
定
の
結
果

か
ら
問
題
点
の
抽
出
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
実
習
を
終
え
て
学
生
達
は
、
実

習
前
に
掲
げ
た
目
標
以
外
に
も
、
患
者

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
大
学
の
勉
強
と
は
違
う
問
題
解
決
能

力
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
、

も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
全
員
が
気
づ
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
習
の
総
括
と
し
て

学
内
で
行
わ
れ
た
症
例
報
告
会
で
は
、

質
問
も
多
く
、
活
発
な
や
り
と
り
が
行

わ
れ
、
顔
つ
き
も
変
わ
り
実
習
前
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
ぐ
ら
い
成
長
し
た
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
療
人
に
な
る
自
覚
を
も
っ
て
、

長
期
臨
床
実
習
に
行
っ
て
来
い
！

「
患
者
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
よ
く
私
は

三
年
生
に
言
う
。
こ
の
言
葉
は
、
患
者
さ
ん
の
痛

み
や
痺
れ
は
分
か
ら
な
い
が
、「
気
持
ち
を
共
有
で

き
る
、
気
持
ち
を
あ
ず
け
ら
れ
る
理
学
療
法
士
」
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

我
々
に
と
っ
て
患
者
さ
ん
は
〝one

ofthem

〞
と

い
う
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
我
々
が
唯
一
の
先
生
で
あ
る
。
実
習
に
合
格

す
る
こ
と
、
単
位
を
取
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

い
。
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
よ
く
観

察
し
て
も
ら
い
た
い
。

長
期
臨
床
実
習
は
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
八
週

間
の
実
習
が
二
回
行
わ
れ
る
。
目
標
は
、
①
問
題

点
を
抽
出
し
、
適
切
な
治
療
目
的
、
治
療
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
対
象
者
に
基
本
的

な
理
学
療
法
が
行
え
、
対
象
者
の
変
化
に
応
じ
て

治
療
計
画
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
役
割
や
責
務
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
実
習
に

お
け
る
苦
労
は
想
像
で
き
る
し
不
安
も
た
く
さ
ん

あ
る
だ
ろ
う
が
、
患
者
さ
ん
の
理
学
療
法
が
う
ま

く
い
っ
た
時
の
満
足
感
、
充
実
感
、
退
院
す
る
際

に
感
謝
し
て
い
た
だ
く
と
き
の
喜
び
を
少
し
で
も

感
じ
取
り
、
医
療
人
に
な
る
自
覚
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
。
自
ら
課
題
を
求
め
て
い
く
能
動
的
な
姿

勢
で
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
ま
た
成
長
し
て
大

学
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
。
八
月
に
会
お
う
、
行

っ
て
来
い
。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
名
を

含
め
、
部
員
一
四
名
が
所
属
し
、
サ
ー
ク
ル
か
ら
部

に
昇
格
し
て
約
一
年
の
、
で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
団

体
だ
。

昨
年
度
か
ら
大
学
内
に
体
育
館
が
で
き
、
週
に
三

〜
四
回
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
近

辺
の
社
会
人
大
会
に
も
積
極
的
に
出
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
夜
遅
く
ま
で
大
学
に
残
っ
て
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
、
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
全
員
揃
っ
て
の
練
習
は
と
て
も
難
し
い
。

一
ヶ
月
以
上
も
練
習
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
メ
ン

バ
ー
も
い
る
。
そ
れ
で
も
、
練
習
に
参
加
で
き
な
い

事
情
は
他
の
メ
ン
バ
ー
も
十
分
理
解
し
て
お
り
、
久

し
ぶ
り
に
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
時
は
、
皆
で
和
気
藹
々

と
練
習
し
て
い
る
。
こ
の
部
の
第
一
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
楽
し
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
。
部

に
昇
格
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
皆
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

よ
う
な
き
つ
い
練
習
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
勝
ち

負
け
に
は
拘
ら
ず
、
ま
ず
は
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
く
で
き
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
。
自
然
と
結
果
は
付
い

て
く
る
。
こ
こ
が
、
他
の
大
学
の
部

と
は
違
う
、
こ
の
大
学
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
の

特
徴
で
は
な
い
か
と
思
う
。

昨
年
度
は
、
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
筑
後
地
区
の
社

会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
「
有
明
カ
ッ
プ
」
で

優
勝
で
き
た
こ
と
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
。
現
在

の
四
年
生
が
苦
労
し
て
〝
０
（
ゼ
ロ
）〞
か
ら
作
り

上
げ
て
き
た
団
体
。
そ
の
先
輩
方
の
最
後
の
試
合
で

優
勝
で
き
た
こ
と
は
、
中
学
・
高
校
の
部
活
で
の

〝
勝
〞
と
は
ま
た
一
味
違
う
格
別
な
喜
び
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
部
に
昇
格
し
た
か
ら
に
は

や
は
り
、
学
生
リ
ー
グ
へ
の
参
加
を
め
ざ
し
た
い
。

リ
ー
グ
で
も
十
分
や
れ
る
、
信
頼
の
お
け
る
メ
ン
バ

ー
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
方
が
築
い

た
こ
の
部
の
雰

囲
気
を
保
ち
つ

つ
、
更
な
る
飛

躍
を
め
ざ
し
た

い
と
思
う
の
で
、

温
か
く
見
守
っ

て
も
ら
え
れ
ば

と
思
う
。

信
頼
の
お
け
る
仲
間
達
と
、
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と

理
学
療
法
学
科
三
年
　
木
村
尚
道
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■
レ
ポ
ー
ト

R
EPO

R
T

「
尊
徳
マ
ラ
ソ
ン
」
レ
ポ
ー
ト

平
成
二
〇
年
三
月
九
日
（
日
）、
財
団
法
人
小

田
原
市
体
育
協
会
主
催
の
第
二
一
回
尊
徳
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
小
田
原
保
健
医
療
学
部

か
ら
は
、
理
学
療
法
学
科
の
昇
寛
准
教
授
が
大

会
役
員
を
務
め
る
と
と
も
に
、
学
生
六
名
と
教

員
二
名
が
競
技
に
参
加
し
た
。
取
材
し
て
驚
か

さ
れ
た
の
は
競
技
人
口
の
多
さ
で
あ
る
。
当
日

は
小
田
原
市
を
中
心
に
二
〇
〇
〇
名
の
ラ
ン
ナ

ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
会
の
形
式
は
男
女
・
年

代
別
に
高
校
生
か
ら
四
〇
歳
以
上
の
部
が
設
け

ら
れ
、
距
離
は
一
〇
ｋ
ｍ
と
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

で
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
学
生
と
教
員
は
全
員

一
〇
ｋ
ｍ
コ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
普
段

か
ら
多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て
い
る

理
学
療
法
学
科
の
柊
幸
伸
准
教
授
を
は
じ
め
、
同

じ
く
理
学
療
法
学
科
の
武
田
要
講
師
、
一
年
生

を
中
心
と
し
た
理
学
療
法
学
科
の
学
生
六
名
が

午
前
九
時
に
揃
っ
て
ス
タ
ー
ト
。
一
〇
ｋ
ｍ
の

部
は
七
〇
分
以
内
に
ゴ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
失
格

と
な
っ
て
し
ま
う
タ
フ
な
レ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
好
タ
イ

ム
で
ゴ
ー
ル
し
、

安
堵
の
表
情
を

浮
か
べ
て
い
た
。

来
年
以
降
も

参
加
を
続
け
て

い
き
た
い
と
い

う
教
員
や
学
生

た
ち
。「
陸
上

部
」
を
立
ち
上

げ
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
今

後
の
活
動
に
注

目
し
た
い
。



二
〇
〇
八
年
二
月
三
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
、

第
三
一
回
日
本
眼
科
手
術
学
会
総
会
の
市
民
講
座

が
開
催
さ
れ
、
高
木
邦
格
理
事
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
出
演
し
た
。
本
学
会
は
山
王
病
院
眼
科
の

顧
問
医
で
も
あ
る
清
水
公
也
先
生
が
会
長
を
務
め

て
お
り
、
公
開
講
座
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻

井
よ
し
こ
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
医
師
不
足

と
混
合
診
療
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
が
行
わ
れ
た
。

医
師
不
足
は
診
療
科
や
地
域
の
偏
在
が
原
因
だ

と
い
う
結
論
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
国
が
行
っ
て
き

た
医
師
供
給
抑
制
策
が
昨
今
の
深
刻
な
医
師
不
足

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
医
師
の
絶
対
数
が

足
り
な
い
以
上
教
育
面
で
の
早
急
な
対
応
策
が
必

日
本
眼
科
手
術
学
会
総
会
の

市
民
公
開
講
座
で
高
木
理
事
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
出
演

要
な
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
、
混
合
診
療
に
つ
い
て

も
患
者
様
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
柔
軟
な
制

度
設
計
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

言
及
し
、
大
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
来
場
さ
れ
た
多

く
の
聴
講
者
た
ち
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
）

二
月
一
二
日
（
火
）
午
後
〇
時
一
五
分
よ
り

大
田
原
本
校
に
お
い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
株
式
会
社
と
奨
学
生
と
の
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
平
成
九
年
に
同
社
の
ご

厚
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
本
制

度
の
設
立
に
お
骨
折
り
い
た
だ
い
た
岡
崎
真
雄
名

誉
会
長
（
当
時
社
長
）
な
ど
を
お
招
き
し
、
平
成

一
〇
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

重
ね
て
今
回
が

九
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

本
学
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
オ

ー
ブ
」
に
お
い

て
、
岡
崎
名
誉

会
長
を
お
迎
え

し
、
谷
修
一
本

学
学
長
、
開
原

成
允
本
学
大
学

院
院
長
、
北
島

政
樹
本
学
副
学

長
（
三
田
病
院

院
長
）、
各
学
部

（
科
）
長
及
び
、

現
在
奨
学
金
を

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会

社
岡
崎
名
誉
会
長
と
奨
学
生
と
の

懇
親
会
を
開
催

受
け
て
い
る
学
生
二
十
名
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
谷
学
長
か
ら
歓
迎
の
辞
が
述

べ
ら
れ
、
続
い
て
岡
崎
名
誉
会
長
よ
り
、

「
多
く
の
奨
学
生
が
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
、
皆
さ
ん
も
精
一
杯
努
力
さ
れ
て
、
立
派

な
医
療
人
と
な
り
ご
活
躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
」

と
の
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奨
学
生
か

ら
は
奨
学
金
に
対
す
る
御
礼
と
近
況
報
告
を
兼

ね
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
卒
業
間
近

の
四
年
生
か
ら
は
、
卒
業
後
の
進
路
や
就
職
予

定
先
、
今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
も

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
崎
名
誉
会
長
が
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
る
場
面
も
あ
る
な
ど
、
終
始
和

気
藹
々
の
雰
囲
気
の
中
で
の
有
意
義
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
出
席
者
全
員
で
の
記

念
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

（
本
校
学
生
課
）

三
月
一
五
日
の
一
般
入
試
後
期
日
程
の
最
終
日

を
も
っ
て
、
本
学
の
二
〇
〇
八
年
度
入
学
試
験
が

全
て
終
了
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
入
試
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
実
施
学
科

の
増
加
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
後

期
の
導
入
、
一
般
入
試
前
期
地
方
試
験
場
の
拡
充
、

選
抜
方
法
・
入
試
科
目
等
の
変
更
、
入
学
検
定
料

割
引
制
度
の
導
入
等
、
受
験
者
に
と
っ
て
は
よ
り

受
験
の
機
会
、
入
学
の
可
能
性
を
広
げ
る
環
境
を

整
え
て
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
少
子
化
の
進
行
に

伴
う
大
学
全
入
時
代
の
到
来
に
加
え
、
大
学
受
験

全
体
に
お
け
る
ト
レ
ン
ド
と
し
て
の
医
療
福
祉
系

統
離
れ
や
、
受
験
者
の
都
心
部
志
向
、
国
公
立
志

向
等
の
影
響
も
あ
り
、
最
終
的
な
志
願
者
数
は
、

六
三
四
三
名
に
と
ど
ま
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
度
入
試
状
況

医
療
福
祉
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
携
え
て
本
学

を
受
験
し
、
見
事
に
合
格
を
手
に
さ
れ
た
受
験
者

の
方
々
は
、
本
学
で
の
新
た
な
生
活
に
向
け
、
希

望
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
医
療
福
祉
分
野
の
充
実
が
早
急
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
各
専
門
職
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
医
療
福
祉
分
野
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
支
え
、
中
核
を
担

う
人
材
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
学
ん
で
い

っ
て
ほ
し
い
。

学
生
募
集
活
動
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
さ
ら

に
厳
し
い
局
面
が
予
想
さ
れ
る
。
現
状
を
打
開
す

る
た
め
に
も
、
臨
床
実
習
施
設
の
豊
富
さ
や
国
家

試
験
合
格
率
の
高
さ
、
そ
れ
ら
に
裏
打
ち
さ
れ
る

就
職
へ
の
強
さ
等
、
本
学
の
良
さ
や
特
色
を
前
面

に
打
ち
出
し
、
大
学
全
体
と
し
て
学
生
募
集
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
課
）
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本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
優
れ
た
研
究
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
大
学
院
医
療
福
祉

分
野
の
竹
内
孝
仁
教
授
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

離
職
問
題
と
自
立
支
援
介
護

最
近
の
「
介
護
職
の
離
職
問
題
」
を
関
連
資

料
を
も
と
に
分
析
し
、
雑
誌
『
介
護
保
険
情
報
』

（
社
会
保
険
研
究
所
）
に
「
介
護
再
生
」
を
連
載

中
で
す
（
平
成
一
九
年
九
月
号
よ
り
）。
こ
こ
で

は
、
介
護
離
れ
の
根
本
的
な
要
因
に
目
を
向
け

る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
介
護
が
抱
え
る
問
題

点
や
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
介
護
の
と

る
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
。

介
護
離
れ
を
生
む
大
ま
か
な
要
因
は
次
の
表

の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
入
所
施

設
で
働
く
介
護
福
祉
士
を
念
頭
に
、
離
職
の
実

態
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
そ
の
多
く
が
一
年

以
内
の
「
早
期
退
職

者
」
で
あ
り
、
仕
事

に
専
門
性
を
感
じ
な

い
ゆ
え
の
「
絶
望
型

の
離
職
」
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と

つ
の
原
因
は
、
ケ
ア

を
め
ぐ
る
職
場
で
の

人
間
関
係
で
あ
る
。

悩
み
を
持
つ
人
の
回
答
の
中
で
最
も
多
い
項
目

が
「
ケ
ア
の
方
法
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
不

十
分
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
こ
れ
は
、「
ケ
ア
の
質
」「
ケ
ア
の
質
を
中

心
と
し
た
組
織
体
制
」
の
問
題
で
あ
り
、
介
護

の
現
場
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
べ

き
「
介
護
の
あ
り
方
」
へ
の
理
念
や
方
針
が
不

在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
介
護
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
早
急
に
目
指
す
も
の
は
「
介
護
の
専
門
性
」

で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、「
自
立
支
援
介
護
」

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は

全
国
老
施
協
主
催
の
「
介
護
力
向
上
講
習
会
」

―
お
む
つ
ア
ン
ダ
ー
３
０
（
お
む
つ
利
用
者
を

入
所
者
の
３
０
％
以
下
に
す
る
と
の
意
味
）
か

ら
、「
自
立
支
援
介
護
」
が
到
達
し
て
い
る
先
端

部
を
紹
介
し
た
い
。

こ
の
講
習
会
は
平
成
一
六
年
度
に
始
ま
り
、

一
〇
〇
〜
一
二
〇
の
特
養
ホ
ー
ム
が
参
加
し
（
各

施
設
一
名
）、
年
間
六
回
、
一
泊
二
日
の
継
続
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
徹
底
し
た
自
立
支

援
介
護
で
あ
る
。
次
の
表
は
研
修
終
了
時
の
日

中
オ
ム
ツ
使
用
率
（
低
利
用
率
）
ベ
ス
ト
テ
ン

施
設
で
あ
る
。
特
養
ホ
ー
ム
の
平
均
像
が
六
〇

〜
七
〇
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
驚
く
べ

き
数
字
で
あ
る
。

ケ
ア
理
論
の
提
唱

ま
た
、
竹
内
教
授
は
か
ね
て
よ
り
「
認
知
症

を
治
す
ケ
ア
理
論
」
を
各
地
の
講
演
な
ど
で
述

べ
て
こ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
内
容
を
『
認
知

症
の
ケ
ア
―
認
知
症
を
治
す
理
論
と
実
際
』（
年

友
企
画
）
と
し
て
出
版
し
た
。
こ
の
理
論
は
こ

の
数
年
、
様
々
な
施
設
で
実
践
さ
れ
、
平
成
一

九
年
一
二
月
、
そ
の
実
践
事
例
を
ま
と
め
た
「
認

知
症
を
治
す
事
例
集
１
＆
２
」（
年
友
企
画
）
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。

個
々
の
事
例
の
紹
介
は
書
籍
に
譲
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
、
竹
内
教
授
が
挙
げ
る
「
認
知
症
を

治
す
た
め
の
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
し
た

い
。

①
理
論
的
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と

②
認
知
症
は
治
せ
る
と
確
信
す
る
こ
と

③
認
知
症
は
脳
の
病
気
と
い
う
誤
っ
た
考
え
を

棄
て
る
こ
と

④
「
認
知
」
と
い
う
精
神
の
働
き
を
正
確
に
理

解
し
て
お
く
こ
と

⑤
認
知
障
害
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
生
じ
る

⑥
認
知
症
の
症
状
（
異
常
行
動
）
に
は
６
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と

⑦
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

⑧
ケ
ア
に
は
４
つ
の
原
則
が
あ
る

さ
ら
に
、
⑥
の
症
状
の
６
タ
イ
プ
と
し
て
、

①
身
体
不
調
型
―「
興
奮
」と
表
現
さ
れ
る
行
動

②
環
境
不
適
応
型
―
さ
ま
ざ
ま
な
「
拒
否
」

③
知
的
衰
退
型
―
「
迷
子
」

④
葛
藤
型
―
興
奮
、
粗
暴
、
物
集
め
、
人
集
め
、

異
食

⑤
遊
離
型
―
「
終
日
ぼ
ん
や
り
」

⑥
回
帰
型
―
古
き
よ
き
時
代
へ
の
回
帰

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

教
員
と
院
生
と
が
一
体
と
な
っ
た
研
究
活
動

竹
内
教
授
が
目
指
す
「
自
立
支
援
介
護
」
を

実
現
す
る
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
介
護
力
向

上
講
習
会
」
な
ど
の
「
実
験
場
」
か
ら
多
く
の

経
験
を
集
積
し
て
一
定
の
知
見
に
到
達
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
研

究
活
動
が
必
要
と
な
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

介
護
の
世
界
で
は
こ
う
し
た
学
術
的
な
研
究
は

ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
い
い
状
態
で
あ
る
と

い
う
。

「
私
の
ゼ
ミ
に
は
介
護
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
関
係
の
院
生
が
多
数
在
学
し
て
い
る
の
で
、

彼
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
持
っ
て
も
ら
い
、

指
導
教
員
と
院
生
と
が
一
体
と
な
っ
て
幅
広
い

領
域
に
研
究
活
動
を
展
開
中
で
す
。
そ
の
一
端

と
し
て
平
成
一
九
年
度
に
、
博
士
二
名
、
修
士

八
名
が
誕
生
し
ま
し
た
」（
竹
内
教
授
）

こ
う
し
た
本
学
の
研
究
活
動
が
多
く
の
成
果

を
上
げ
、
専
門
職
と
し
て
の
介
護
職
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
金
井
雅
之
）
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専
門
職
と
し
て
の
介
護
―

自
立
支
援
介
護
の
開
拓
と
実
践

竹
内
孝
仁
教
授

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院 第

六
回

研
究
最
前
線

T
o

p
ic

s

ト
ピッ
ク
ス

介護保険制度
（低費用政策）

介護の専門性の
未確立

社会的認知が
低い

脆弱な
介護系団体

介護離れの要因

平成18年度（Ｈ19/2集計）
施設名 介護度 オムツ率
奈良S 3.6 2.8％
兵庫R 3.65 5.7％
宮城S 4 6.3％
愛知D 3.8 10.0％
大阪K 3.14 10.0％
和歌山H 2 10.6％
北海道S 2.8 11.8％
岐阜N 3.43 12.0％
北海道K 3.44 12.1％
福井K 3.75 12.5％

右から櫻井よしこさん、高木理事長

学部 定員 志願者数（ ）は昨年度

保健医療 480名 3041名（3125名）

医療福祉 240名※ 411名（491名）

薬 180名 529名（611名）

小田原保健医療 130名 1742名（2369名）

福岡リハビリテーション 160名 620名（746名）

合計 1190名 6343名（7342名）

◆2008年度入試　学部別志願者数

※医療福祉学科 編入学試験の募集定員は除く。



本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
・
基
礎
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
小
島
莊
明
教
授
が
「
第
三
六

回
医
療
功
労
賞
」（
読
売
新
聞
社
主
催
、
厚
生
労

働
省
な
ど
後
援
、
エ
ー
ザ
イ
協
賛
）
の
全
国
表

彰
（
海
外
部
門
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
顕
著
な
功

績
を
残
し
た
医
療
関
係
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

小
島
教
授
は
寄
生
虫
や
マ
ラ
リ
ア
対
策
と
し
て
、

タ
イ
に
設
置
さ
れ
た
「
国
際
寄
生
虫
対
策
ア
ジ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

た
め
に
、
タ
イ
と
そ
の
周
辺
で
五
年
間
に
わ
た

っ
て
、
清
潔
な
環
境
を
保
つ
衛
生
教
育
の
必
要

性
を
訴
え
続
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
受
賞
は
二
月
二
九
日
付
の
読
売

新
聞
で
も
先
生
の
写
真
入
り
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
日
頃
、
国
際
的
な
感
染
症
の
問
題
や

医
療
に
か
か
わ
る
者
の
心
構
え
な
ど
を
学
生
に

教
え
て
い
る
先
生
は
、
そ
の
中
で

「
途
上
国
の
子
ど
も
の
た
め
自
分
が
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
、
日
本
の
若
い
人
た
ち
に
気
付
い
て

ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
金
井
雅
之
）

小
島
莊
明
教
授
が
第
三
六
回
医
療

功
労
賞
全
国
表
彰
（
海
外
部
門
）

を
受
賞
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二
月
二
二

日
、
東
京
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
、
視

機
能
療
法
学
科

の
第
四
回
臨
地

実
習
指
導
者
会

議
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、

岩
手
県
か
ら
長

野
県
ま
で
十
六

施
設
か
ら
十
八
人
の
実
習
指
導
者
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
。
谷
修
一
学
長
に
よ
る
ご
挨
拶
の

後
、
新
井
田
孝
裕
学
科
長
よ
り
本
学
の
臨
地
実

習
に
向
け
て
の
学
内
で
の
様
々
な
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
昨
年
度
、
実
習
指

導
者
か
ら
提
起
さ
れ
た
問
題
点
を
基
に
実
施
し

た
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
報
告

し
た
。
一
方
、
日
本
大
学
付
属
板
橋
病
院
の
福

山
千
代
美
先
生
か
ら
、
実
習
施
設
側
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
報
告
が
あ
り
、
養
成
校
と
施
設
側

の
双
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
議
と
な
っ
た
。

施
設
側
か
ら
は
、
人
間
性
を
磨
く
、
会
話
力
、

人
と
の
対
応
力
な
ど
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
医

療
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

さ
ら
に
高
め
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
今
回
の
会
議
で
得
ら
れ
た
貴
重

な
ご
意
見
を
基
に
、
今
後
の
臨
地
実
習
の
改
善

に
向
け
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
視
機
能
療
法
学
科
講
師
　
三
柴
恵
美
子
）

視
機
能
療
法
学
科
臨
地
実
習
指
導

者
会
議
を
開
催

言
語
聴
覚
学
科
で
は
、
三
月
一
日
、
実
習
指

導
者
会
議
を
開
催
し
た
。
過
去
最
高
の
五
七
施

設
が
出
席
す
る
盛
況
な
会
議
と
な
っ
た
。

臨
床
実
習
は
、
一
年
次
の
施
設
見
学
・
会
話

体
験
、
二
年
次
の
臨
床
見
学
、
三
年
次
の
評
価

実
習
、
四
年
次
の
総
合
実
習
か
ら
成
る
。
総
合

実
習
は
、
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
の
学
内
実
習

と
実
習
施
設
で
の
学
外
実
習
が
あ
り
、
学
内
実

習
で
は
、
学
科
教
員
指
導
に
よ
り
基
本
と
な
る

臨
床
思
考
能
力
の
獲
得

を
目
指
し
、
学
外
実
習

で
は
知
識
・
技
術
の
応

用
能
力
の
獲
得
を
目
指

す
。
教
員
が
自
ら
担
当

す
る
症
例
を
通
し
て
、

直
接
臨
床
の
基
本
を
指

導
す
る
学
内
実
習
は
、

本
学
科
が
誇
る
最
も
特

徴
的
な
実
習
形
態
で
あ

る
が
、
応
用
を
担
う
学

外
実
習
と
合
わ
せ
て
臨

床
実
習
は
実
を
結
ぶ
も

の
で
あ
り
、
実
習
施
設
と
の
相
互
理
解
、
連
携

体
制
の
強
化
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

本
年
度
は
成
人
領
域
に
お
け
る
摂
食
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
絞
り
、
授
業
や

学
内
実
習
で
指
導
す
る
内
容
と
実
習
施
設
で
指

導
し
て
欲
し
い
内
容
を
率
直
に
示
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
連
携

を
強
化
し
、
言
語
聴
覚
士
養
成
の
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

（
言
語
聴
覚
学
科
准
教
授
　
森
田
秋
子
）

言
語
聴
覚
学
科
臨
床
実
習
指
導
者

会
議
を
開
催

医
療
経
営
に
関
す
る
新
し
い
研
究
成
果
を
地

域
に
還
元
す
る
医
療
経
営
管
理
学
科
主
催
の
「
医

療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」（
写
真
）
が
三
月
一
四

日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
た
。

一
〇
回
の
節
目
と
な
る
今
回
は
、
学
科
長
の

高
橋
泰
教
授
が
「
二
〇
〇
八
年
度
診
療
報
酬
改

定
が
今
後
の
病
院
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
高
橋
教
授
は
、
勤
務
医
対
策

に
一
五
〇
〇
億

円
を
投
じ
た
意

味
や
七
五
歳
以

上
の
後
期
高
齢

者
制
度
の
導
入

の
狙
い
な
ど
、

病
床
削
減
、
機

能
分
化
、
地
域

を
守
る
と
い
う

医
療
政
策
の
大

き
な
流
れ
の
中
で
今
回
の
改
定
が
持
つ
意
味
を

解
説
。
専
門
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
包
括
払
い
制
度
）
で

は
現
在
導
入
さ
れ
て
い
る
高
度
先
進
病
院
と
、

基
準
の
異
な
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
地
域
一
般
病
院
用
に

適
用
、「
二
階
建
て
」
の
病
病
連
携
を
提
唱
し
て

い
る
が
、
今
回
の
改
定
で
方
向
性
が
見
え
て
き

た
と
指
摘
し
た
。
大
西
正
利
准
教
授
は
経
営
に

役
立
つ
具
体
的
な
内
容
を
コ
メ
ン
ト
。

関
心
の
高
い
テ
ー
マ
だ
け
に
、
雨
模
様
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
〇
〇
人
を
超
す
医
療
関
係
者
が

詰
め
掛
け
、「
将
来
の
医
療
の
進
む
方
向
が
良
く

わ
か
っ
た
」
と
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
教
授
　
丸
木
一
成
）

「
医
療
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

二
月
二
七
日
、
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
本
学
の
竹
内
孝
仁
教
授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
会
長
）

を
講
師
に
、
韓
国
柳
韓
（
ユ
ハ
ン
）
大
学
と
の

合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
技

術
」
と
題
し
、
柳
韓
大
学
医
務
行
政
科
教
授
で

も
あ
る
本
学
の
南
商
堯
（
ナ
ム
・
サ
ン
ヨ
ウ
）

客
員
教
授
が
通
訳
を
務
め
、
韓
国
老
人
病
院
協

会
と
韓
国
作
業
療
法
協
会
に
よ
る
研
究
チ
ー
ム

と
本
学
の
大
学
院
生
・
教
職
員
が
受
講
し
た
。

韓
国
で
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
動
作
と
体
力
の
改
善

と
共
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
う
つ
病
、
認
知

症
に
対
し
て
も
効
果
を
も
た
ら
す
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
う
し
た
機
会

を
と
ら
え
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
講
義
後
は
、

発
病
後
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
パ

ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
え
ば
よ
い
の

か
、
在
宅
に
な

っ
た
場
合
に
は

ど
の
よ
う
に
ケ

ア
を
す
る
の
が

よ
い
の
か
等
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
将
来
に
わ
た
る
友
好

関
係
と
連
携
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
た
。（

大
学
院
東
京
Ｓ
Ｃ
　
畠
山
恵
美
子
）

韓
国
柳
韓
（
ユ
ハ
ン
）
大
学
・
国

際
医
療
福
祉
大
学
合
同
セ
ミ
ナ
ー

開
催
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箏
曲
部
〜
胡
桃
の
会
〜

医
療
福
祉
学
部
医
療
福
祉
学
科
三
年

豊
田
諭
美

「
い
ー
や
っ
」
独
特
の
か
け
声
か
ら
演
奏
が
始
ま

る
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
邦
楽
…
　
琴
と
三
味
線
。
そ

の
歴
史
は
長
く
、
今
で
も
私
達
に
親
し
ま
れ
、
そ
し

て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

箏
曲
部
〜
胡
桃
の
会
〜
は
、
他

の
部
活
動
と
比
べ
る
と
、
部
員
は

少
な
い
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
、
お
互
い
を
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。部

員
は
、
大
学
に
入
学
し
て

か
ら
初
め
て
邦
楽
器
を
す
る
と
い
う
人
が
大
半
で

す
が
、
大
学
に
教
え
に
来
て
く
だ
さ
る
待
井
玉
絵

琴
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
皆
す
ぐ
に
弾
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
私
も
、
二
年
生
か
ら
入

部
し
て
三
味
線
に
初
め
て
触
れ
、
今
で
は
、
沢
山

の
曲
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
待
井
先
生
の
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
な
ご
指
導

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
忘
年
会
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
学
生

と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
、
福
祉
を
学
ぶ
者
と
し
て
大

切
な
「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
沢
山
持
つ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
部
活
と
い
う
機
会
を
通
じ
て
、

私
達
は
学
校
で
学
ぶ
こ
と
以
外
に
、
色
々
な
考
え
方

や
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

部
活
を
通
じ
て
、
私
は
沢

山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
部
活
を
決

め
か
ね
て
い
る
方
は
、
是

非
箏
曲
部
に
入
部
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

サークル
紹
介

第
四
回

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
長

深
浦
順
一
教
授

昨
年
一
〇
月
に
、
ア
ス
ミ
ッ
ク
・
エ
ー
ス
と
い

う
映
画
配
給
会
社
か
ら
言
語
聴
覚
士
の
こ
と
を
知

り
た
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
脳
出
血
で
ロ
ッ
ク
ト

イ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
な
っ
た
主
人
公
が
、
唯

一
残
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
左

目
の
瞬
き
の
み
で
書
き
上
げ
た
「
潜
水
服
は
蝶
の

夢
を
見
る
」
と
い
う
本
を
原
作
に
し
た
映
画
を
公

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
瞬
き
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
訓
練
を
し
た
の
が
言
語

聴
覚
士
（
原
作
中
で
は
言
語
療
法
士
と
い
う
古
い

名
称
）
で
あ
り
、
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

早
速
本
を
探
し
、
購
入
し
て
読
ん
で
み
た
。
短

い
章
立
て
で
、
潜
水
服
の
中
に
い
る
よ
う
に
外
界

と
閉
ざ
さ
れ
た
中
で
、
過
去
の
出
来
事
、
家
族
や

友
人
の
こ
と
、
病
院
の
中
の
出
来
事
な
ど
、
自
由

な
発
想
の
中
で
皮
肉
を
交
え
な
が
ら
書
か
れ
た
文

章
を
一
気
に
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な

重
度
の
身
体
的
障
害
が
あ
り
な
が
ら
、
本
の
中
で

悲
惨
さ
を
感
じ
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
お
そ
ら

く
、
彼
が
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

獲
得
し
、
彼
の
頭
の
中
に
あ
る
自
由
な
発
想
を
外

に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
を

書
く
と
い
う
作
業
が
彼
に
生
き
る
力
を
与
え
、
そ

の
力
・
希
望
が
文
章
の
中
に
現
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

こ
の
本
を
原
作
と
し
た
映
画
は
、
カ
ン
ヌ
映
画

祭
監
督
賞
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
監
督

賞
・
外
国
語
映
画
賞
な
ど
多
数
の
映
画
賞
を
受
賞

し
た
。
原
作
を
忠
実
に
再
現
し
、
彼
の
お
か
れ
た

環
境
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
獲

得
し
て
本
を
書
く
こ
と
に
挑
戦
す
る
ジ
ャ
ン
＝
ド

ミ
ニ
ッ
ク
・
ボ
ビ
ー
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
人
々

が
よ
く
描
か
れ
て
お

り
、
原
作
を
読
ま
れ

る
と
同
時
に
、
映
画

も
ご
覧
に
な
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

の
おすすめ
本

私 第８回

潜
水
服
は
蝶
の
夢
を
見
る

ジ
ャ
ン
＝
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ボ
ビ
ー
著
・

河
野
万
里
子
訳

（
一
九
九
八
年
　
講
談
社
）©Pathe Renn Production, France 3 Cinema, CCRAV 2007
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二
〇
〇
七
年
四
月
に
開
設
し
た
大
学
院
臨
床

心
理
学
専
攻
で
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
五
日
、

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
、

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
心
理
臨
床
の
営
み
』

を
開
催
し
た
。

波
田
野
茂
幸
准
教
授
の
総
合
司
会
の
も
と
、

開
原
成
允
大
学
院
院
長
の
ビ
デ
オ
挨
拶
か
ら
始

ま
っ
た
。
そ
の
中
で
、
医
療
福
祉
系
の
本
学
が

本
専
攻
を
開
設
し
た
理
由
と
し
て
、
臨
床
心
理

士
が
今
後
ま
す
ま
す
医
療
の
世
界
に
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
語

ら
れ
、
続
い
て
挨
拶
し
た
安
島
智
子
専
攻
主
任
・

教
授
も
、「
医
療
の
世
界
こ
そ
臨
床
心
理
士
の
活

躍
の
場
」
と
い
う
状
況
を
実
例
を
挙
げ
て
紹
介

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
小
畠
秀
吾
准
教
授
・

難
波
愛
准
教
授
の
司
会
の
も
と
、
ま
ず
、
安
島

智
子
専
攻
主
任
・
教
授
が
『
心
理
臨
床
の
プ
ロ

臨
床
心
理
学
専
攻

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

セ
ス
と
変
容
の
深
層
』
と
題
し
て
、
心
理
療
法

を
来
談
者
が
人
生
の
過
程
を
発
見
的
に
歩
む
の

を
援
助
す
る
こ
と
と
定
義
し
て
、
治
療
を
成
り

立
た
せ
る
治
療
者
の
役
割
な
ど
を
語
っ
た
。

続
い
て
、
岡
野
憲
一
郎
教
授
が
『
精
神
科
医

療
と
心
理
臨
床
の
融
合
』
と
題
し
て
、
自
ら
の

米
国
で
の
体
験
を
基
に
、
日
米
に
お
け
る
臨
床

心
理
士
と
精
神
科
医
の
役
割
の
違
い
を
紹
介
し
、

医
師
と
連
携
で
き
る
臨
床
心
理
士
を
育
成
す
る

こ
と
が
本
専
攻
の
目
的
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
亀
口
憲
治
客
員
教
授
が
『
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
「
心
理
臨
床
の
営
み
」』
と
題
し

て
、
ひ
と
つ
の
原
理
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

心
理
臨
床
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
調
整
の
役
割

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
な
ど
の
考
え
方
を
示
す
な

ど
、
心
理
臨
床
の
シ
ス
テ
ム
論
を
展
開
し
た
。

指
定
討
論
で
は
、
和
田
秀
樹
教
授
が
本
専
攻

を
他
分
野
か
ら
も
入
れ
る
臨
床
心
理
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
に
し
た
い
と
い
う
構
想
を
述
べ
、

加
え
て
、「
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
心
理
臨
床
」

が
今
日
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
和
田
秀

樹
教
授
が
各
講
演
を
総
括
し
、
最
後
は
フ
ロ
ア

と
の
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
来
場

者
は
自
身
の
仕
事
や
研
究
か
ら
の
疑
問
や
興
味

に
つ
い
て
先
生
方
の
意
見
を
求
め
て
い
た
。

当
日
は
今
冬
一
番
の
冷
え
込
み
が
報
じ
ら
れ

る
中
、
学
生
や
医
療
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど
お

よ
そ
一
〇
〇
名
が
つ
め
か
け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

会
場
と
な
っ
た
。
こ
の
分
野
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
に
改
め
て
手
応
え
を
感
じ
、
二
年
目
の
さ

ら
な
る
飛
躍
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
金
井
雅
之
）

大
学
院
で
は
、
毎
年
授
業
の
一
部
を
広
く
一

般
の
方
々
に
も
、
公
開
講
座
「
乃
木
坂
ス
ク
ー

ル
」
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
医
療
・
福
祉
関
係
を
中
心
に
、

一
〇
講
座
を
開
講
し
ま
す
（
左
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。
毎
回
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
著
名
な

ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招
き
し
、
豊
富
な
経
験
と
た

ゆ
ま
ぬ
研
鑽
か
ら
得
た
知
識
の
一
端
を
、
時
に

質
疑
応
答
を
交
え
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル

二
〇
〇
八
年
度
前
期
開
講
の
ご
案
内

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
同
時
中
継
も
始
め

ま
し
た
の
で
、
当
日
ど
う
し
て
も
来
ら
れ
な
い
と

い
う
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
さ
え
あ
れ

ば
一
週
間
の
間
は
い
つ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

院
生
の
方
は
、
授
業
科
目
と
し
て
の
登
録
は

勿
論
、
ほ
と
ん
ど
の
講
座
が
無
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
自
身
の
興
味
に
合
わ
せ
て
受
講
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
卒
業
生
・
修

了
生
及
び
教
職
員
の
方
は
半
額
以
下
で
受
講
で

き
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
「
乃
木

坂
ス
ク
ー
ル
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
　
川
端
穂
）
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私
は
、
四
年
前
Ｔ
さ
ん
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
し
て
出
会
い
ま
し
た
。
Ｔ
さ
ん
は
端
正
な

顔
立
ち
で
、
ど
こ
か
不
安
そ
う
に
う
つ
む
い
て

い
ま
し
た
。
接
し
て
い
く
う
ち
に
三
十
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
の
留
学
、
国
の
情
勢
に
つ
い
て
不
安

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
せ
め
て
こ
こ
に
い
る

う
ち
は
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
よ
う
に
後
押

し
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
Ｔ
さ
ん
は
研
究
室
に
顔
を
出
し
た
り
、

自
宅
に
遊
び
に
来
た
り
し
て
私
や
家
族
と
も
馴

染
ん
で
い
き
ま
し
た
。

一
年
生
の
時
は
、
言
葉
の
壁
に
悩
ま
さ
れ
、

「
授
業
の
時
、
先
生
の
言
葉
が
分
か
ら
な
い
」
と

涙
す
る
日
も
あ
り
、
私
は
、
専
門
用
語
の
解
釈

の
仕
方
に
つ
い
て
共
に
学
ぶ
つ
も
り
で
学
習
を

支
援
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
春
休
み
、
Ｔ
さ
ん

は
、
日
本
の
文
化
に
も
慣
れ
、
心
が
落
ち
着
い

た
頃
、
自
国
の
方
と
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

看
護
学
科

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
留
学
生
の

Ｔ
さ
ん
と
過
ご
し
た
日
々

ら
二
年
後
の
春
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み
に
預
か

り
、
昨
年
の
一
二
月
の
末
、
玉
の
よ
う
な
お
と

こ
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

Ｔ
さ
ん
の
母
親
は
、
娘
の
ケ
ア
と
孫
の
顔
を

早
く
見
た
い
と
願
っ
て
出
国
手
続
き
を
し
た
の

で
す
が
、
国
の
事
情
に
よ
り
や
っ
と
二
月
の
中

旬
に
Ｔ
さ
ん
の
も
と
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
間
私
は
、
文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
、
人
間

と
し
て
で
き
る
限
り
の
ケ
ア
を
す
る
の
が
務
め

と
思
い
、
Ｔ
さ
ん
が
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
側
面
か
ら
ケ
ア
す
る
の
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

三
月
に
卒
業
式
を
終
え
て
三
人
で
帰
国
す
る

ま
で
、
陰
な
が
ら
後
押
し
を
し
て
「
日
本
で
の

留
学
は
本
当
に
良
か
っ
た
。
子
ど
も
は
日
本
に

留
学
さ
せ
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
日
が
あ
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
私
の
大
好
き

な
こ
と
ば
の
一
つ
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い

で
、
人
は
成
長
し
合
え
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
若
い
二
人
か
ら
、
そ
し
て
二
人
を
取
り

ま
く
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
示

唆
を
頂
き
、
私
の
固
ま
り
か
か
っ
て
い
た
脳
細

胞
を
柔
ら
か
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
若
い
家
族
の
幸
せ
は
、
大
田
原
市
を
は

じ
め
と
し
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
お
よ
び
た

く
さ
ん
の
先
生
方
や
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

の
あ
た
た
か
い
配
慮
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
さ
ん
と
共
に
過
ご
し
た
こ
と
で
、
私
自
身

日
本
の
文
化
の
良
さ
を
再
確
認
し
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
看
護
学
科
教
授
　
坂
主
リ
ツ
）

看
護
学
科
長
で
あ
る
中
西
睦
子
教
授
が
平
成

一
九
年
度
を
も
っ
て
大
学
院
の
専
任
と
な
ら
れ

る
た
め
、
平
成
二
〇
年
二
月
二
七
日
（
水
）
十

三
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時
三
〇
分
、
本
学
Ｆ
一

○
一
講
堂
で
特
別
講
義
が
開
催
さ
れ
た
。
学
生

を
は
じ
め
教
職

員
、
病
院
や
教

育
施
設
の
来
賓

の
方
々
な
ど
約

四
〇
〇
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

中
西
教
授
は

講
義
に
際
し

て
、「
過
去
を

振
り
返
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
に
ふ
り
返
る
の
だ
」
と
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
看
護
の
過
去
を
現
場
の
特
性
か
ら
見

る
と
、
明
治
以
降
に
絞
る
な
ら
ば
、
五
つ
の
時

代
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
講
義
を
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
看
護
の
未
来
に
つ
い

て
の
重
要
課
題
と
し
て
、
看
護
の
労
働
環
境
（
物

理
的
環
境
よ
り
人
的
環
境
）
の
改
善
を
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
講
義
の
最
後
に
「
前
向
き
で
建

設
的
な
意
見
の
言
え
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
た
。
講
義
に
参
加
し

た
看
護
学
科
四
年
の
蜷
川
京
子
さ
ん
か
ら
は
花

束
の
贈
呈
と
共
に
「
中
西
先
生
の
講
義
は
臨
床

に
出
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

教
え
を
受
け
た
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
卒
業
で

き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
の
言
葉
が
添
え

ら
れ
た
。

（
看
護
学
科
講
師
　
重
久
加
代
子
）

看
護
学
科
長
中
西
睦
子
教
授
　

特
別
講
義
「
看
護
の
過
去
・
い

ま
・
未
来
」
開
催

本
学
大
学
院
の
作
業
療
法
学
分
野
責
任
者
・

保
健
医
療
学
専
攻
主
任
を
務
め
ら
れ
た
鎌
倉
矩

子
教
授
が
三
月
を
も
っ
て
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
の
作
業
療
法
の
臨
床
・
研
究
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
り
、
高
次
脳
機
能
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
と
し
て
、
本
学
に
お
い

て
も
、
七
年
に
わ
た
っ
て
学
生
た
ち
の
指
導
に

当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
は
三
月
七
日
、

大
学
院
学
位
記
伝
達
式
で
挨
拶
に
立
た
れ
た
時

の
も
の
で
、
自
ら
の
研
究
論
文
の
執
筆
の
体
験

に
触
れ
、「
自
分
の
こ
と
ば
で
書
か
れ
て
い
る

か
。
そ
れ
が
、
本
当
に
自
分
が
言
い
た
い
こ
と

か
、
と
絶
え
ず
自
問
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

「
鎌
倉
先
生
は
、
大
学
の
こ
と
を
知
り
尽
く
し

た
最
も
大
学
の
先
生
ら
し
い
先
生
で
し
た
。
私

が
慣
習
に
従
わ
な
い
で
事
を
進
め
よ
う
と
し
た

時
な
ど
、
何
度
も
鎌
倉
先
生
か
ら
注
意
を
受
け

ま
し
た
が
、
私
が
大
学
院
長
を
無
事
に
努
め
て

来
ら
れ
た
の
も
、
鎌
倉
先
生
の
ご
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
開

原
成
允
大
学
院
院
長
）

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
金
井
雅
之
）

鎌
倉
矩
子
教
授
ご
退
任
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看護学科4年蜷川さんより花束の贈呈

講座名 コーディネーター 開講曜日・時間 授業料

# 01 2025年の在宅医療・福祉の在り方
を考える

高橋泰
岡村世里奈

月曜
18：30～20：30

全13回
36,000円

# 02 医療情報システム概論
－基礎から最近の話題まで－ 開原成允 火曜

18：00～19：30
全12回
36,000円

# 03 ケアマネジメント・認知症ケア・介護
予防のための講座 竹内孝仁 水曜

18：30～21：00
全12回
36,000円

# 04 CRCに必要な最新の知識とスキル 中野重行 水曜（一部土曜）
18：30～20：00

全12回36,000円
各コース全4回15,000円

# 05 病院のIT化と経営戦略への応用
開原成允
外山比南子
長谷川高志

水曜
18：30～20：30 全14回50,000円

# 06 動作分析体験コース 山本澄子 隔週水曜
18：30～20：30 全9回48,000円

# 07 住環境整備の手法を探る
－疾患別の住環境整備を中心に－ 野村歡 木曜

18：30～20：00 全13回30,000円

# 08
日本の医療は再生できるか
－医療・福祉ジャーナリズムの視点
からの検証－

丸木一成 金曜
18：30～21：00

全12回36,000円
3回選択10,000円
6回選択20,000円

# 09 創薬育薬医療チーム【特に、CRA】
業務の実際と留意事項① 野口隆志 金曜

18：30～20：30 全12回36,000円

# 10 診療情報管理講座　中級A・上級 鳥羽克子

中級A 第4土曜
13：00～17：50
上級　第3土曜
13：00～17：50

中級A 全6回36,000円
上級　全6回36,000円

# e-1 患者の声を医療に生かす 開原成允
松下年子

インターネットによる
VOD（ビデオ講義）

40分×15回
5,000円

# e-2 ボランティア最前線 大石剛史
大熊由紀子

45分×26回
8,000円

# e-3 呼吸理学療法対象者に対する評価と
アプローチ 丸山仁司 40分×14回

15,000円

# e-4 心臓理学療法士をめざして 丸山仁司 60分×14回
15,000円

# e-5 医学用語初歩 開原成允 45分×11回
15,000円



▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

第
五
二
回
「
症
例
検
討
会
」
開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
で
は
、
臨
床
研
修

委
員
会
の
主
催
に
よ
り
「
症
例
検
討
会
」
を
毎

月
最
終
月
曜
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
レ
ポ
ー
ト
す

る
第
五
二
回
「
症
例

検
討
会
」（
平
成
二
〇

年
一
月
二
八
日
十
八

時
か
ら
）
は
、
回
を

重
ね
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
「
症
例
検
討
会
」

の
中
で
も
、
ひ
と
き

わ
特
別
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は

初
の
試
み
と
し
て
、
地
域
医
療
連
携
室
と
ジ
ョ

イ
ン
ト
し
、
地
元
医
師
会
の
先
生
方
を
ご
招
待

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
職
員
も
含
め
総
勢
七
〇
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

発
表
症
例
は

一
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
「
一
一
年
の
経
過
で
死
亡
し
た

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（A

LS

）
の
一
例
」

臨
床
研
修
医

山
田
智
子
先
生

神
経
内
科

齋
藤
龍
史
先
生

小
川
朋
子
先
生

橋
本
律
夫
先
生

加
藤
宏
之
先
生

16

病
理

齋
藤
　
建
先
生

二
、「
肺
癌
と
の
鑑
別
が
困
難
で
あ
っ
た
縦
隔

原
発
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
一
例
」

呼
吸
器
外
科

齊
藤
紀
子
先
生

山
本
達
生
先
生

村
山
史
雄
先
生

三
、「
複
雑
病
変
を
有
す
る
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
に
対
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
の
一
例
」

初
期
研
修
医

駒
澤
大
吾
先
生

心
臓
血
管
外
科

村
上
厚
文
先
生

加
藤
盛
人
先
生

四
、「
学
校
心
臓
検
診
に
つ
い
て
」

小
児
科

嶋
岡
　
鋼
先
生

早
瀬
朋
美
先
生

飯
田
和
美
先
生

小
宮
山
真
美
先
生

田
中
吾
朗
先
生

江
口
光
興
先
生

野
崎
靖
之
先
生

「
症
例
検
討
会
」

は
二
時
間
に
及

び
、
出
席
さ
れ
た

医
師
会
の
先
生
方

か
ら

「
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
症
例
検
討
会
で
あ
り
、

有
意
義
だ
っ
た
」

と
の
評
価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
元

医
師
会
の
先
生
方
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、

継
続
し
て
開
催
し
て
行
く
予
定
で
す
。

（
人
事
総
務
課
　
石
崎
和
彦
）

▼　国際医療福祉大学三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
施設インフォメーション

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

「
第
一
四
回
公
開
講
座
」
開
催

平
成
二
〇
年
二
月
二
四
日
（
日
）、
熱
海
市
観

光
会
館
に
お
い
て
、「
地
域
医
療
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
第
十
四
回
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
「
産
科
・
小
児
科
」

１．

産
科
医
療
の
厳
し
い
現
状

林
雅
俊
教
授
（
産
婦
人
科
）

２．

妊
娠
糖
尿
病
に
つ
い
て

提
坂
敏
昭
教
授
（
産
婦
人
科
）

３．

小
児
科
診
療
の
危
機
的
現
状

辻
敦
敏
教
授
（
小
児
科
）

４．

周
産
期
か
ら
の
育
児
支
援

―
虐
待
防
止
を
め
ざ
し
て
―

板
倉
敬
乃
准
教
授
（
小
児
科
）

第
二
部
「
糖
尿
病
と
栄
養
」

１．

増
え
つ
づ
け
る
糖
尿
病林

洋
教
授
（
内
科
）

２．

糖
尿
病
対
策

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

山
田
佳
彦
准
教
授
（
内
科
）

３．

食
事
で
や
る
！
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療

楠
本
円
裕
管
理
栄
養
士
（
栄
養
室
）

今
回
初
め
て
講
演
を
二
部
構
成
と
し
、
第
一

部
は
、
お
子
様
を
持
つ
方
・
出
産
を
控
え
た
方

を
対
象
と
し
、
第
二
部
は
、
従
来
通
り
高
齢
者

を
対
象
と
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
約
二
〇
〇
名
の
市
民
の
皆
様
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
は
高
齢
者
向
け
の
講
演
を
行
な

っ
て
い
た
た
め
、
若
い
世
代
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
け
る
か

と
い
っ
た
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
お
子
様
連

れ
の
方
も
散
見
さ

れ
、
早
速
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
時
に
開
催
し
た
看
護
部
主
催
の
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
は
、
小
田
原
保
険
医
療
学
部

看
護
学
科
の
学
生
六
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
、
血
圧
や
身
長
・
体
重
等
の
測
定
補

助
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
」
開
催

平
成
二
〇
年
二
月
二
七
日
（
水
）、
当
院
地
下

一
階
の
大
会
議
室
に
お

い
て
、
第
一
一
回
　
院

内
感
染
防
止
対
策
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、

医
療
業
界
で
も
有
名
な

感
染
予
防
・
管
理
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
浦
野
美

惠
子
先
生
を
お
招
き
し
、

院
内
感
染
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は
職
員
約
七
〇

名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
病
院
感
染
対
策
の
考
え
方
」

１．

Ｃ
Ｄ
Ｃ
推
奨
の
標
準
予
防
策
と
感
染
経
路

別
予
防
策
に
つ
い
て

２．

カ
テ
ー
テ
ル
関
連
（
尿
路
感
染
）
対
策
に

つ
い
て

（
総
務
課
　
篠
原
拓
真
）

IUHW 2008.4.1517

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

第
二
回
三
田
病
院
一
般
公
開
講
座
開
催

二
〇
〇
八
年
一
月
十
九
日
、
第
二
回
一
般
公

開
講
座
が
港
区
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
緩
和
ケ
ア
の
啓
蒙
」
と

い
う
港
区
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
企
画
し

た
も
の
で
、
港
区
共

催
、
港
区
医
師
会
後

援
の
も
と
、「
が
ん
治

療
を
支
え
る
緩
和
ケ

ア
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
ま
し
た
。

武
井
雅
昭
港
区

長
、
北
島
政
樹
院
長

の
ご
挨
拶
後
、
消
化

器
セ
ン
タ
ー
太
田
惠

一
朗
教
授
が
「
三
田
病
院
の
医
療
相
談
・
支
援
・

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
題
し
て
、
三
田
病
院

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

日
本
緩
和
医
療
学
会
常
任
理
事
で
筑
波
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
緩
和
医
療
科
診
療
部
長
の

志
真
泰
夫
先
生
が
「
地
域
を
基
盤
と
し
た
緩
和

ケ
ア
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、「
緩
和
ケ
ア
」

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、

日
本
で
の
具
体
的
な
活
動
内
容
や
代
替
医
療
な

ど
に
つ
い
て
、
現
状
を
幅
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
今
後
関
心
の
高
ま
っ
て
い
く
テ

ー
マ
で
あ
り
、
参
加
者
は
実
際
の
が
ん
患
者
様

と
そ
の
ご
家
族
の
他
、
医
療
関
係
者
も
多
く
、

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
具
体
的
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
テ
ー
マ
で
定
期
的
に
開
催
し
、

患
者
様
、
地
域
の
皆
様
に
役
に
立
つ
医
療
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

院
内
研
修
会

◆
医
療
安
全
研
修
会

テ
ー
マ
　
「
患
者
さ
ん
と
医
療
者
自
身
の
安

全
の
た
め
に
」
〜
医
療
安
全
活
動
　

に
楽
し
さ
を
！
〜

演
者
　
　
医
療
法
人
財
団
河
北
総
合
病
院

院
長
　
洲
之
内
廣
紀
先
生

日
時
　
　
二
〇
〇
八
年
二
月
二
八
日

◆
保
険
委
員
会
研
修
会

テ
ー
マ
　
「
適
正
な
保
険
診
療
に
む
け
て

（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
・
共
同
指
導
他
）」

演
者
　
　
帝
京
大
学
内
科
・
東
京
都
国
保
連
　

合
会
審
査
会
研
修
委
員
長

藤
森
新
教
授

日
時
　
　
二
〇
〇
八
年
三
月
四
日

（
総
務
企
画
課
　
杉
田
由
紀
）

附
属
病
院 N

ew
s

:A
ffiliated

Facilities
施
設
イ
ン
フォメー
ション

武井雅昭港区長ご挨拶

附
属
病
院

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/

中
学
生
以
降
、
下
手
な
が
ら
も
常
に
何
ら
か
の

ス
ポ
ー
ツ
に
凝
り
、
現
在
は
も
っ
ぱ
ら
市
民
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
に
励
ん
で
い
る
。
三
〇
代

の
頃
は
結
構
本
格
的
で
、
北
海
道
の
サ
ロ
マ
湖
で

開
催
さ
れ
る
一
〇
〇
㎞
マ
ラ
ソ
ン
に
も
何
度
か
挑

戦
し
た
。

先
日
開
催
さ
れ
た
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、

報
道
に
よ
る
と
、
三
万
二
〇
〇
〇
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
大
都
市
東
京
を
駆
け
抜
け
た
よ
う
だ
。
参
加
申

し
込
み
者
総
数
は
一
五
万
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
、

な
ん
と
五
倍
近
い
抽
選
を
経
て
参
加
で
き
た
ラ
ン

ナ
ー
達
は
、
さ
ぞ
爽
快
な
思
い
で
走
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
か
く
言
う
私
も
抽
選
で
参
加
を
許
さ
れ
た

一
人
。
年
齢
を
重
ね
る
毎
に
せ
り
出
す
腹
部
を
憂

い
つ
つ
、
週
末
は
多
摩
川
の
土
手
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ

し
、
体
調
を
整
え
て
き
た
。
昨
年
の
大
会
は
寒
い

雨
の
大
会
だ
っ
た
の
で
、
今
回
参
加
に
あ
た
り
、

長
袖
の
シ
ャ
ツ
、
ロ
ン
グ
タ
イ
ツ
、
薄
手
の
ウ
イ

ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
と
す
べ
て
を
新
調
し
、
そ
の
日

を
待
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
会
四
日
前
の
早
朝
、
田
舎
の
祖

母
が
他
界
。
途
中
に
「
友
引
」
を
挟
む
暦
の
関
係

上
、
大
会
開
催
前
日
ま
で
に
東
京
に
戻
る
こ
と
は

無
理
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
抽
選
に
外
れ
、
出
た

く
と
も
出
ら
れ
な
い
ラ
ン
ナ
ー
に
申
し
訳
な
く
思

い
な
が
ら
ド
タ
キ
ャ
ン
！
　
来
年
の
抽
選
に
賭
け

る
こ
と
に
し
た
。

巷
で
は
、
大
会
に
対
す
る
賛
否
や
意
見
も
よ
く

耳
に
す
る
が
、
理
学
療
法
士
の
資
格
を
持
つ
一
人

の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
感
じ
た
こ
と
を
少
し
。

こ
の
大
会
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
制
限
時
間
が

七
時
間
と
い
う
初
心
者
に
優
し
い
大
会
で
あ
る
。

制
限
時
間
が
長
い
大
会
に
は
、
鹿
児
島
で
開
催
さ

れ
る
「
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
」、
大
阪
の

「
淀
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
」（
ど
ち
ら
も
八
時
間
）
等

あ
る
が
、
大
都
市
の
主
要
道
路
を
閉
鎖
し
て
ま
で

行
わ
れ
る
大
会
は
唯
一
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会
で
は
、
制
限
時
間
が
六

時
間
の
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。
こ
の
一
時
間
の
差

は
大
き
く
、
マ
ラ
ソ
ン
初
心
者
の
参
加
を
促
す
効

果
は
十
分
で
あ
る
。
七
時
間
と
言
え
ば
半
分
走
っ

て
半
分
歩
い
て
も
間
に
合
う
時
間
。
今
回
の
完
走

率
は
九
七
・
四
％
も
あ
っ
た
。
多
数
の
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
無
く
運
営
さ
れ
た
こ

の
大
会
は
、
安
全
な
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と
の
好
印
象

を
残
し
た
。

一
方
、
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
、
昨
今

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
用
品
の
技
術
進
歩
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。
専
門
店
に
行
け
ば
、
目
標
タ
イ

ム
毎
に
推
奨
さ
れ
る
靴
が
並
べ
ら
れ
、
私
の
よ
う

に
甲
高
・
ハ
イ
ア
ー
チ
の
足
に
も
適
し
た
も
の
が

す
ぐ
に
見
つ
か
る
。
初
心
者
ラ
ン
ナ
ー
に
多
い
膝

の
傷
害
も
、
靴
底
か
ら
足
部
の
動
き
を
制
御
す
る

こ
と
で
軽
減
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
回
購
入
し

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
用
の
ロ
ン
グ
タ
イ
ツ
は
何
本
も
の

筋
サ
ポ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
縫
い
込
ま
れ
た
代
物
で
、
あ

の
下
着
メ
ー
カ
ー
の
ワ
コ
ー
ル
製
の
も
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ツ
は
速
乾
素
材
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
は

下
に
着
け
た
ゼ
ッ
ケ
ン
が
透
け
て
見
え
る
も
の
。

多
く
の
リ
サ
ー
チ
と
長
時
間
の
研
究
の
も
と

に
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
走
る
こ
と
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
そ
れ
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
、
我
々
理
学
療
法
士
が
得

意
と
す
る
分
野
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

研
究
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ま
り
耳
に
し
な

い
。
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
も
予
防
医
療
の
一
つ

と
し
て
捉
え
、
我
々
も
深
く
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
分
野
で
あ
る
。

三
月
に
は
、
学
生
た
ち
と
「
小
田
原
尊
徳
マ
ラ

ソ
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。（
八
ペ
ー
ジ
へ
）

私の主張 第8回 「東京マラソン」で思ったこと 柊幸伸理学療法学科准教授

附
属
病
院



▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
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▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

山
王
病
院

人
間
ド
ッ
ク
の
お
食
事
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

当
院
で
は
本
年
二
月
よ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
宿

泊
時
の
お
食
事
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
季
節
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、
四
季
の
香
り
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
」
を
指
向
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
、
お
献
立
の
「
メ
ニ
ュ

ー
表
」
と
「
お
食
事
オ
ー
ダ
ー
表
」
を
作
成
し
、

事
前
オ
ー
ダ
ー
制
で
、
ド
ッ
ク
ご
受
診
の
方
々

か
ら
お
食
事
の
ご
希
望
を
承
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
以
下
の
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

●
ご
昼
食

現
在
の
「
和
食
メ
ニ
ュ
ー
」「
洋
食
メ
ニ
ュ

ー
」
に
「
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
四
種
」
を
追
加
し
、

お
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
肢
を
広
げ
ま
し
た
。

●
ご
夕
食

新
た
に
、
低
塩
分
・
低
脂
肪
・
低
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
「
ヘ
ル
シ
ー
和
食
」「
ヘ
ル
シ
ー
洋
食
」

を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
「
一
般
和

食
」「
一
般
洋
食
」
も
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
実

施
し
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
従
っ
て
、「
四
季
の

香
り
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

和
食
は
三
ヶ
月
毎
に
春
夏
秋
冬
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
し
、
洋
食
も
六
ヶ
月
毎
に
メ
ニ
ュ
ー
を
改

定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
一
般
食
二
種
」「
ヘ

ル
シ
ー
食
二
種
」
に
「
軽
食
」
を
加
え
た
計
五

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、

受
診
さ
れ
る
方
の
健
診
デ
ー
タ
に
合
わ
せ
た
お

食
事
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
お
食
事
を
さ
れ
た
方
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
で
も
、
皆
様
か
ら
喜
ば
れ
、
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
般
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
、

医
師
・
調
理
師
・
栄
養
士
・
保
健
師
、
そ
し
て

事
務
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

最
新
の
内
視
鏡
外
科
手
術
用
統
合
シ
ス
テ
ム

Ｏ
Ｒ-

１
を
設
置
し
た
専
用
手
術
室
が
完
成

近
年
低
侵
襲
の
手
術
と
し
て
内
視
鏡
外
科
手
術

が
広
く
普
及
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、
一
般
消
化

器
外
科
領
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
内
視
鏡
外
科
手
術

に
な
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
当
院
は
消
化

器
・
呼
吸
器
分
野
で
内
視
鏡
手
術
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
千
葉
県
下
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
日
本
お
よ
び
世
界
の
内
視
鏡
外
科
医
の

育
成
に
努
め
る
べ
く
、
最
先
端
の
設
備
を
整
え
、
高

度
な
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

今
回
、
ス
ト
ル
ツ
社
製
内
視
鏡
外
科
用
統
合
シ

ス
テ
ム
Ｏ
Ｒ-

１
を
設
置
し
た
内
視
鏡
外
科
専
用
ル

ー
ム
が
完
成
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

従
来
の
Ｏ
Ｒ-

１
を
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
像

で
よ
り
繊
細
な
画
像

が
観
察
さ
れ
る
。
ま

た
、
他
施
設
に
は
な

い
、
独
自
の
手
術
報
告
書
作
成
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
。
手
術
中
の
画
像
を
取
り
込
ん
だ
手
術
報
告

書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
機
能

を
搭
載
。
現
在
、
日
本
各
地
の
内
視
鏡
外
科
専
用

ル
ー
ム
の
中
で
は
、
最
高
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

①
手
術
用
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
の
吊
下
げ
・
三
台

②
壁
に
固
定
さ
れ
た
プ
ラ
ズ
マ
モ
ニ
タ
ー
・
一
台
　

③
外
回
り
撮
影
用
カ
メ
ラ
（
光
源
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
・
気
腹
器
・
排
煙
シ
ス
テ
ム
と
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
ス
カ
ル
ペ
ル
の
一
式
を
小
型
カ
ー
ト
に
設
置
）

④
手
術
動
画
の
記
録
（
Ｈ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

⑤
手
術
画
像
と
手
術
報
告
書
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
静

止
画
）
と
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

⑥
手
術
室
の
画
像
の
転
送
と
閲
覧
（
患
者
家
族
説
明

室
、
手
術
記
録
室
）

⑦
手
術
記
録
室
に
お
け
る
ビ
デ
オ
編
集
シ
ス
テ
ム

こ
う
し
た
専
用
ル
ー
ム
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

笊
手
術
の
た
め
の
機
器
の
煩
雑
な
準
備
の
必
要
が

無
く
な
り
、
よ
り
効

率
の
良
い
手
術
件
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
　
笆
集
中
管
理
に

よ
る
誤
操
作
事
故
の

防
止
、
各
科
共
通
設

備
の
使
用
に
よ
り
効

率
的
な
施
設
運
用
が

で
き
る
　
笳
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
を
吊
下
げ

る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
画
像
情
報
が
得
ら
れ
る

笘
適
切
な
位
置
に
モ
ニ
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
術
者
の
手
術
時
の
疲
労
が
少
な
い
　
笙
静

止
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
手
術
記

録
の
作
成
が
手
術
室
内
で
容
易
に
で
き
る
（
外
科

医
に
と
っ
て
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
）

笞
会

議
室
で
の
画
像
供
覧
に
よ
り
学
生
・
ス
タ
ッ
フ
・

医
師
の
教
育
を
行
う
　
笵
最
新
設
備
に
よ
る
宣
伝

効
果

な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
専
用
ル
ー
ム
を
使
用
し
て
機
器

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
強
め
、
以
下
の
事
業
計

画
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

①
新
製
品
の
開
発
、
評
価
を
優
先
的
に
行
う

②
開
発
、
評
価
を
行
う
会
議
へ
の
参
加
。
使
用
メ
ー

カ
ー
主
催
の
研
究
会
、
学
会
で
の
講
演
協
力

③
国
内
お
よ
び
海
外
ド
ク
タ
ー
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

研
修
施
設
と
し
て
の
使
用
　
④
海
外
病
院
と
の
技

術
援
助
提
携
の
橋
渡
し
・
援
助
・
実
技
指
導

（
消
化
器
外
科
部
長
　
山
田
英
夫
）

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

施設インフォメーション

新
宿
け
や
き
園

六
月
の
開
設
に
あ
た
っ
て

六
月
開
設
予
定
の
「
新
宿
け
や
き
園
」
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
障
害
者
支
援
施
設
か

ら
な
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
を
併
せ
持
つ
施
設
と
し

て
、
新
宿
区
民
の
方
々
の
生
活
に
溶
け
込
ん
だ

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

施
設
が
地
元
で
役
に
立
つ
に
は
、
機
能
に
柔

ら
か
さ
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

当
施
設
の
機
能
は
、

高
齢
の
方
々
と
身

体
に
障
害
を
持
つ

方
々
へ
の
法
的
に

異
な
る
二
つ
の
サ

ー
ビ
ス
に
基
づ
い

て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
施
設
が
一
緒
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
リ

ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
で
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
」

に
次
ぐ
都
内
二
番
目
の
福
祉
施
設
で
す
。
近
隣

に
は
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
あ
り
、

地
域
の
子
供
達
に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
共

に
生
き
る
社
会
」
実
現
の
た
め
の
貴
重
な
体
験

の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
高
め
、

ご
利
用
者
・
ご
家
族
や
一
般
住
民
の
方
々
の
ご

相
談
に
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
確
か
な
専
門
性

を
育
む
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
方
々
の
知
恵
を

施
設
運
営
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
、
柔
ら
か

い
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

（
新
宿
け
や
き
園
開
設
準
備
室
　
平
石
守
）

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち

福
岡
地
区
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
開
発
事
業
」

教
育
施
設
部
分
が
完
成

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
が
、

百
道
浜
で
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
開
発
事
業
」
の
一
部
と
な
る
「
福

岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
」
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。
四
月
八
日
に
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
で
初
め
て
の
入
学
式
が
開
催
さ
れ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
臨
床
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
「
福
岡
中
央
病
院
」
や
、
専
門
学
校
「
福

岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
」
な
ど
福
岡
市
内
に
点

在
し
て
い
た
三
施
設
を
移
転
・
集
約
し
、
病
院
・

学
校
・
福
祉
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
医
療

の
拠
点
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

建
設
地
の
敷
地
面
積
は
約
二
万
三
千
㎡
。
こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
七
階

建
て
の
校
舎
棟
や
三
百
名
収
容
・
四
カ
国
語
同

時
通
訳
が
可
能
な
「
も
も
ち
国
際
ホ
ー
ル
」
の

あ
る
図
書
・
会
議
室
棟
、
一
千
名
収
容
可
能
な

も
も
ち
ア
ス
リ
ー
ナ
（
体
育
館
棟
）
な
ど
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
今
年
夏
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
メ
ド

に
福
祉
施
設
開
設
の
準
備
も
進
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
学
院
の
臨
床
実
習
施
設
と
な
る
病

院
部
分
の
建
設
も
進
ん
で
お
り
、
百
道
浜
新
病

院
開
設
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
委
員
長
に
国

際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
の
金
出
英
夫
教
授
が

就
任
し
た
。
新
病
院
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
目
的
で
、
地
元
財
界

や
マ
ス
コ
ミ
の
ト
ッ
プ
の
方
々
を
委
員
と
し
た

諮
問
委
員
会
も
設
立
さ
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
竣
工
は
平
成
二
一
年

春
の
見
通
し
。（
九
州
・
広
報
　
原
田
ち
は
る
）

高
木
病
院

小
児
科
の
三
六
五
日
二
四
時
間
救
急
・
診
療

高
木
病
院
小
児
科
で
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月

よ
り
、
三
六
五
日
二
四
時
間
救
急
・
診
療
を
開

始
し
ま
し
た
。
常
勤
六
名
を
中
心
と
し
た
小
児

科
医
師
が
、
新
生
児
か
ら
思
春
期
ま
で
の
、
一

般
的
な
小
児
診
療
と
、
夜
間
の
小
児
救
急
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
日
の
時
間
内
に
は
小
児
神
経
、

低
身
長
、
小
児
腎
臓
な
ど
の
専
門
的
な
外
来
や

予
防
接
種
、
小
児
診
療
、
夜
尿
相
談
な
ど
の
専

門
的
な
外
来
や
予
防
接
種
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
昨
今
、
都
市
部
と

地
方
に
お
け
る
医
師
の
偏
重
か
ら
生
じ
る
医
師

不
足
、
地
域
病
院
の
小
児
科
閉
鎖
な
ど
の
問
題

が
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
ま
す
。

当
院
の
小
児
科
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対

し
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
診
療
科
と
し

て
、
地
域
の
方
々
に
評
価
い
た
だ
き
、
福
岡
県

南
部
お
よ
び
佐
賀
県
南
部
地
域
の
こ
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
る
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
、
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
週
に
一
回
の
小
児
神
経
外
来
に
お
い

て
診
療
を
担
当

す
る
国
際
医
療

福
祉
大
学
福
岡

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部

長
・
満
留
昭
久

教
授
に
よ
る
、

七
回
に
及
ぶ
院

内
に
お
け
る
健

康
教
室
の
開
催

（
今
後
の
健
康
教

室
は
、
新
居
見
和
彦
小
児
科
部
長
が
継
続
し
開

催
）
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
向
け
た
意
識
啓
発

の
一
助
と
な
る
催
し
で
す
。

低
身
長
（
内
分
泌
）
を
テ
ー
マ
に

健
康
教
室
を
開
催

二
〇
〇
八
年
三
月
一
四
日
（
金
）、
当
院
に

て
、
八
回
目
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
岡
大
学
小
児
科
の
廣
瀬
伸
一
教
授
を
お
迎
え

し
、「
低
身
長
に
つ
い
て
―
こ
ど
も
の
背
が
低
い

と
思
っ
た
時
は
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
七
〇
名

の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
低
身
長
」
と
は
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

不
足
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
な
ど
、
様
々
な
要
因

に
よ
り
、
こ
ど
も
の
成
長
に
異
変
を
き
た
す
「
成

長
障
害
」
の
ひ
と
つ
で
す
。
廣
瀬
伸
一
教
授
は

本
年
一
月
よ
り
、
当
院
で
特
別
外
来
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

こ
の
低
身
長
の
特
別
外
来
も
、
成
長
障
害
に

悩
む
方
々
に
と
っ
て
、
当
院
小
児
科
が
、
良
き

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
治
療
者
と
な
る
た
め
の

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

（
総
務
課
広
報
室
　
宮
闢
伸
介
）

IUHW 2008.4.1519

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

洋食メニュー

ヘルシー和食

廣瀬伸一教授による健康教室の様子
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

日本初の「子どもの村」福岡市西区今津に建設決定！
本学福岡リハビリテーション学部の満留昭久学部長が理事長を務めるＮＰＯ法人「子
どもの村福岡を設立する会」（福岡市）が2009年の開村を目指している「子どもの村」
の建設用地が福岡市西区今津の市有地に決定した。３月10日の「子どもの村福岡応援
決起大会」で吉田宏福岡市長らにより発表、これに対し満留昭久学部長は「ようやく子
どもの村の芽が出ました。これを大きな木に育てていくためにも市民の方からたくさん
の支援をお願いしたい」と挨拶した。今後は、市有地約3,000㎡を有償で借り、子ども
と育親が生活する住宅５軒を建設する。趣旨に賛同した九州電力など地元企業を中心に
７社２団体が後援会を立ち上げ経済的支援を行っている。「子どもの村」は、虐待やネ
グレクトなど様々な事情で実親と暮らすことができない子どもを“育親”が共に暮らし
ながら支える場を作る日本初の取り組み。国際団体キンダードルフ（オーストリア）に
より、現在131カ国に400以上の村が設立されている。
「子どもの村福岡を設立する会」ＨＰ：http://www.cv-f.org

（九州・広報　原田ちはる）

お知らせ IUHW Hot News

国際医療福祉大学アワー
大学・大学院などの情報が満載

入学式や卒業式・運動会・大学祭などの行事、臨床実習
や海外研修・国際活動、そしてクラブやサークルの紹介、先

生方へのインタビューなど、
大学・大学院・ＩＨＷグル
ープの情報が満載の番組で
す。学生の皆様はもちろん、
ご家族の方も是非お楽しみ
ください。

ケアマネジャー受験講座2008
見て聞いて学べる講座

本講座の特長は、介護保険制度構築に関わった人、ケア
マネジメントの第一線で活躍する人から直接学べることで

す。さらに、介護保険制
度・関連制度の動向の徹底
分析と過去10年間の過去
問題の徹底分析から、出題
傾向をズバリ予測します。
（この番組のインターネット配信
は、5月下旬からの予定です）

こうなる！診療報酬改定2008（全11回予定）
医療関係者　必見！

日本医療界の今後を左右する診療報酬改定のポイントを
分かりやすく解説します。内容は、総論、ジェネリック医

薬品、後期高齢者医療制度、
診療所にとって改定の意味
するもの、急性期病院、療
養型病院、診療所と診療報
酬点数などです。

黒岩祐治のメディカルリポート第47回　アガリクス報道
シリーズ「検証！医療報道の光と影」

シリーズ第１回は、一連のアガリクス報道。人への有効
性や安全性の確認が不十分なまま起こったがん患者に対す

るアガリクスブーム。その
後浮上したアガリクスに関
する事件や問題を、メディ
アがどう伝え、何を残した
のか。学問研究分野や医療
現場への影響を考えます。
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